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１．議事日程（令和４年第２回北広島町議会定例会）

令和４年６月１４日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

一般質問

≪参考≫

２．出席議員は次のとおりである。

３．欠席議員は次のとおりである。

４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

日程第１ 一般質問

伊 藤 立 真 ①町内の文化関連資源と施設の活用促進を

②防災・災害対応への備えは進んでいるか

中 村 忍

山 形 しのぶ

①安心安全で公平で納得のいく通学対策を

②暮らしの中の図書館の充実を願って

町民の健康促進のためにできることを

梅 尾 泰 文

服 部 泰 征

一級河川にある可動堰は誰の所有か

①北広島町におけるＤＸ戦略の進捗は

②公共料金の値上げはあるのか

１番 亀 岡 純 一 ２番 伊 藤 立 真 ３番 敷 本 弘 美

４番 中 村 忍 ５番 佐々木 正 之 ６番 山 形 しのぶ

７番 美 濃 孝 二 ８番 梅 尾 泰 文 ９番 伊 藤 淳

１０番 服 部 泰 征 １１番 宮 本 裕 之 １２番 湊 俊 文

な し

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 畑 田 正 法 教 育 長 池 田 庄 策

芸北支所長 槇 原 ナギサ 大朝支所長 沼 田 真 路 豊平支所長 細 川 敏 樹

危機管理課長 野 上 正 宏 総 務 課 長 川 手 秀 則 財政政策課長 国 吉 孝 治

管 財 課 長 高 下 雅 史 まちづくり推進課長 矢 部 芳 彦 税 務 課 長 植 田 優 香

町 民 課 長 大 畑 紹 子 福 祉 課 長 芥 川 智 成 保 健 課 長 迫 井 一 深
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５．職務のため議場に出席した事務局職員

議会事務局長 三 宅 克 江 議会事務局 田 邉 五 月

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 議

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） おはようございます。本議会においては省エネ・節電対策の取組の一環として、

服装をクールビズに努めることとしております。暑い方は上着を取っていただいても結構です。

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議場内においても原則マスクを着用

することとしております。マスクをしたままで議事進行させていただきます。質問並びに答弁

を行う際もマスクをしたままで結構ですので、はっきりと発言するように努めてください。皆

様のご理解とご協力をお願いいたします。ただいまの出席議員は１２名です。定足数に達して

おりますので、これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付したとおり

です。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 一般質問

○議長（湊俊文） 日程第１、一般質問を行います。質問時間は３０分以内とします。また、質問

及び答弁においては、簡潔に行っていただくようお願いしておきます。質問の通告を受けてお

りますので、登壇して、マイクを正面に向けて一般質問を行ってください。２番、伊藤立真議

員の発言を許します。

○２番（伊藤立真） ２番、伊藤立真です。水不足を心配する声がずっとありました。ようやく今

日、ひょっとしたら梅雨入りするかもしれないということで、ちょっと気持ち的には安堵して

おりますが、やや遅いかなというふうな気持ちでおります。今日は、さきに通告しております

町内の文化関連資源と施設の活用促進、それと防災・災害対応への備えは進んでいるかという

２点について質問をしてまいります。まず、１つ目、町内の文化関連資源と施設の活用促進と

いうことで伺ってまいります。北広島町では、将来に向けたまちづくりについて様々な取組を

するとしています。スポーツをキーワードにしたまちづくりやスマートテロワール、観光ＤＭ

Ｏ、まちづくり会社はなえーるの設立などなどあります。また、住みよいまちづくりという視

農 林 課 長 宮 地 弥 樹 商工観光課長 中 川 克 也 建 設 課 長 竹 下 秀 樹

上下水道課長 寺 川 浩 郎 消 防 長 日 田 靖 成 学校教育課長 植 田 伸 二

生涯学習課長 小 椿 治 之 会計管理者 細 居 治
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点では、子どもたちへの医療費助成なども上げることができます。こうした魅力ある北広島町

とするための将来に向けた取組はどれをとっても重要なものと私は受け止めております。中で

も観光という視点で見たときに、昭和８年に八幡高原に植物採集のため訪れた日本の植物分類

学の父と称される高知県出身の牧野富太郎博士をモデルにしたＮＨＫ連続テレビ小説が２０２

３年春からの放送予定ということもあり、いわゆる聖地巡礼の一つとして北広島町を訪れる方

も増えるんじゃないかというふうに思ってもおります。このように北広島町を訪れる方にこの

町を知っていただく、また、北広島町に住む人については、町について改めて振り返ってみる

というふうな思いから、今回は、町内各地域にある歴史や郷土芸能、民具といった地域文化、

所蔵絵画など文化関連資源と施設について、その実態や活用について質問を進めていきます。

１つ目ですけども、町内の文化関連施設について、設置及び管理条例から調べてみました。教

育委員会が管理する芸北地域の芸北民俗博物館、美和郷土館、大朝地域の図書館内にある大朝

郷土資料室、千代田地域の芸北民俗芸能保存伝承館、千代田歴史民俗資料館、古保利薬師収蔵

庫・山門、川東はやし田用具収蔵庫、上本家(旧石橋家)住宅、万徳院跡歴史公園・ガイダンス

施設、豊平地域の吉川元春館跡歴史公園・ガイダンス施設、指定管理者が管理する芸北高原の

自然館、豊平総合運動公園内にある歴史民俗資料館、絵画展示館（槇の館）、この１３施設で

漏れはないでしょうか。確認します。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 議員おっしゃるとおり、間違いございません。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 間違いないということで、１３施設ですね。これらの文化関連施設の休館日

も調べてみました。条例では、芸北民俗芸能保存伝承館、千代田歴史民俗資料館、古保利薬師

収蔵庫・山門、万徳院跡歴史公園・ガイダンス施設、吉川元春館跡歴史公園・ガイダンス施設、

この５施設については、月曜日と１２月２８日から翌年１月４日が休館日となっています。上

本家（旧石橋家）住宅は、水曜日、土曜日及び１２月２８日から翌年１月４日が休館日、川東

はやし田用具収蔵庫は、土曜日、日曜日、休日及び１２月２８日から翌年１月４日までが休館

日で、予約時のみ開館する。芸北民俗博物館は、１２月から翌年４月まで休館で、開館日は、

金曜日、土曜日、日曜日及び休日、美和郷土館は、土曜日、日曜日、休日及び１２月から翌年

３月までが休館日で、予約時のみの開館、大朝郷土資料室は、月曜日、祝日と１２月２９日か

ら翌年１月３日が休館日となっています。芸北高原の自然館は、休館日の明記は見当たりませ

んでした。豊平総合運動公園内の歴史民俗資料館、絵画展示館（槇の館）は、月曜から金曜ま

でと、１２月２９日から翌年１月３日が休館日となっています。この施設については、要は土

曜、日曜が開館日ということになろうかと思います。このことで変更などはありますか。伺い

ます。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） おおむねそのとおりでございますが、上本家（旧石橋家）住宅の休

館日につきましては、水曜日、土曜日以外及び１２月２８日から翌年１月４日に加え、１月と

２月は土曜日も休館となります。芸北高原の自然館につきましては、１１月２６日から翌年４

月２４日まで冬季休館で、それ以外に火曜日が休館日でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 豊平総合運動公園内の歴史民俗資料館、絵画展示館（槇の館）は、コロナ禍
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以前から開館している様子がありませんが、いつから閉館しておりますでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 先ほど議員がおっしゃいました施設は、豊平運動公園で一括で指定

管理で預かっていただいている施設でございます。ご希望がありましたら、開けていただくよ

うな体制になっていると伺っております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 指定管理でそういうことなんですね。北広島町豊平総合運動公園設置及び管

理条例、この中で、施設等の利用等については、第６条で、指定管理者は、特に必要があると

認めるときは、あらかじめ町長の承認を得て利用時間を変更できるとあり、施設の休館日等に

ついては、第７条で、指定管理者は、特に必要があると認めたときは、あらかじめ町長の承認

を得て、休館日以外の日において施設等の全部もしくは一部を臨時に休館し、または、休館日

において、施設等の全部もしくは一部を臨時に使用させることができるとありますが、ここに

いう、町長の承認とはどういった内容だったんでしょうか。お伺いします。

○議長（湊俊文） 豊平支所長。

○豊平支所長（細川敏樹） 豊平支所より、豊平の運動公園内にあります施設についてお答えいた

します。歴史民俗資料館及び絵画展示館（槇の館）でございますが、現在いずれも休館中でご

ざいます。町長の承認という流れとしましては、指定管理者のほうから、文書で、休館をした

いという文書が出て、それに対して承認するという文書のやりとりがあって、承認を得るとい

う行為につながるというふうに手続を行っておるところでございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 文書によってということなので、その文書は当然あると思いますし、今、こ

の２つの施設の前には、コロナ禍なので休館しますというふうな表示がされております。これ

もそういった申し出があって表示がされてるという理解でよろしいですか。

○議長（湊俊文） 豊平支所長。

○豊平支所長（細川敏樹） コロナの原因によるものと、もう一つ、歴史民俗資料館につきまして

は、建物の老朽化によりまして、外壁や軒天の剥離、欠落が生じておりまして、修繕を行わな

いと利用に供することが難しいという判断も含めての判断でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 先ほど話のあった歴史民俗資料館前にも同じように、コロナ禍で閉館します

というふうな表示がされているのを確認しておりますので、施設が危険だから入れませんとい

うふうな表示はないと、してないよということだけは、お伝えをしておこうと思います。これ

らの文化施設の入館料について伺ってまいりますけども、条例では、芸北民俗芸能保存伝承館、

川東はやし田用具収蔵庫、芸北民俗博物館、美和郷土館は、今年３月の条例改正で無料となっ

ております。千代田歴史民俗資料館、古保利薬師収蔵庫、吉川元春歴史公園・ガイダンス施設

は、大人３００円、高校生１００円、小・中学生無料、上本家（旧石橋家）住宅、万徳院跡歴

史公園・ガイダンス施設、大朝郷土資料室、芸北高原の自然館、歴史民俗資料館、絵画展示館

（槇の館）は、金額の明記が見つかりませんでしたが、間違いはないでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 間違いございません。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。
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○２番（伊藤立真） 間違いがないということなんで、ちょっと深掘りできるところが一つあるの

でお伺いしますが、北広島町の豊平総合運動公園設置及び管理条例によりますと、利用料金等

については、第１０条第１項で、利用者は、利用料金等の納付をしなければならないとあり、

第２項で、利用料金は指定管理者が町長の承認を得て定めるとあります。絵画展示館（槇の館）

については、入場料１００円という表記が残ってますが、これは条例との整合性、どのように

受け止めたらよろしいでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 入り口に看板、議員がおっしゃいましたように表示がございますが、

その下に、ふれあい公園豊平と書いてございますので、旧豊平町で徴収をされていたのではな

いかと思われます。現在は取っておりません。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） そういうことであれば、先ほど、要望があれば中に入れるよというふうなお

答えもあったと思うんですけども、そういった表示についてもちょっと整理をしておく必要が

あるのかなというふうに思います。これらの施設ごとのコロナ禍前の令和元年度と令和３年度

の施設の利用者、来場者数を伺ってみたいと思います。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） お手元にお示しをさせていただいております№１、一般質問、町内

の文化関連資源と施設の活用推進をという資料をご覧いただければと思います。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 資料をということで、手元に渡していただいたもの見てます。施設の入館料

の収入と管理運営費も次の質問で問う気でおりましたので、この一覧表見ますと、入館者数、

入場料の徴収額、管理運営経費それぞれ表にまとめていただいています。この数字から見ると、

令和元年度の入館者数、これが積算で１万９５６１名、令和３年度になりますと、これが１万

７２９名ということで、コロナ禍の影響ということもあるんでしょう。入館料の収入額、これ

も令和元年度は８０万９０５０円、令和３年度は４５万３９５０円というふうな表示になって

おります。管理運営経費については、令和元年度１７６９万１１７６円、これ合計額です。令

和３年度は１７８３万３３６円というふうな表示があります。これらの多くの施設、これだけ

の運営経費がかかっているということ、もっともっとたくさんの方に利用していただきたいな

という思いがしているわけです。せっかくこれだけ費用かける、実はもっとかかってるのかな

と私は思ってました。広大な施設の維持管理大変だと思いますけども、これらをもっともっと

利用していただきたいなという思いで今回の質問をさせてもらってます。それぞれ経費の内訳、

全部読み上げると大変な時間がかかるので、合計額だけで提示いただいた資料を紹介しました

けども、管理運営経費の具体的な内訳について、特に挙げるものがあれば、お伺いしてみたい

と思いますが、いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 特に挙げさせていただく部分はございませんが、主には委託料とか

設備の点検等の委託料が含まれております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 管理を全て教育委員会のほうでするというのも大変難しい状況というのもお

伺いをしてますし、委託料、あるいは点検料も必要ということも理解ができます。



- 18 -

昨年９月の一般質問、私がさせていただいた一般質問の中で、吉川元春館跡歴史公園建物の

修繕維持と活用ということでお伺いをさせていただいております。台所建物の屋根がひどく傷

んでますよねというふうな質問をさせていただきましたけども、その後、公園建物屋根の応急

処置が早速に行われました。同じように、早急に修繕が必要なものがあるんじゃないかと、先

ほど豊平支所長の話にもありました。危険なぐらい、修繕が必要なぐらい建物がよくないんだ

よというふうなお話がありましたけども、そういったこと含め、それぞれの施設建物の現状、

これと収容物の整理、あるいは展示状況についてお伺いをします。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 修繕が必要な箇所につきましては、主には芸北民俗博物館の上り口

道路と、上本家住宅の茅葺き屋根と考えております。収容物の整理につきましては、台帳整理

を行いながら、状態を確認しておる状況でございます。展示状況につきましては、随時常設展

示以外に企画展を行っております。現在は、戦国の庭歴史館で、「吉川興経首塚を掘る」と

「国宝狐ヶ崎を写す」を行っております。また、６月１２日までは、芸北民俗芸能保存伝承館

で、「花田植．いま．むかし」を行っておりました。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 収容物の有効利用ということで展示もされる、企画展示もされる、こういっ

た取組は、とても大事だと思いますし、町内外の方たくさんの方に訪れていただくようなアナ

ウンスをしっかりしていっていただいたらなというふうに思ってもおります。修繕を必要とす

る建物のお話も伺いましたけども、こういった修繕を必要とする施設、どういうふうに対応し

ていくか、先ほどお話もありましたけど、この点についてもう一度確認をさせてください。ど

ういうふうに対応していくように考えていらっしゃいますか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 利用の状況も確認をさせていただきながら、お金が要ることでござ

いますので、内部で相談をさせていただきつつ、できるところからやらせていただければと考

えております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） どうしても修繕には経費がかかる、いくら交付金等々があるにしろ、町の財

政に影響してくるということも十分承知しておりますけども、先ほど申し上げた、吉川元春館

跡の屋根修理についても大きな費用がかかるというふうな話も前回お伺いもしてますし、計画

的に資源が維持されるように取組をしていただきたいというふうに思います。さて、条例に記

載されているそれぞれの収容物、これを見てみますと、農具や民具関連が数か所に点在をして

いるというふうに思います。今回改めて、施設を行ける所は行ってみました。見学できなかっ

た箇所もあるんですけども、分かりやすい展示や解説もあって、地域の歴史を感じ取ることが

できました。行ってみると、皆さん、もうご存じでしょうけど、こういった立派なパンフレッ

トもそこそこに置いてあって、訪れた方が関連の施設を知ることもできる環境も整ってるとい

うふうに見させていただきました。ただ一方、収蔵物そのものが十分に活用されていないんじ

ゃないかなというふうな感想を持つ箇所も何件かありました。民具・農具といったところ、例

えば比較展示ができるようなことができれば、この町内の地域ごとの文化の違いも１か所で見

れそうで、大変興味深いものになるんじゃないかなというふうに感じたりもしてます。こうい

ったものの整理・集約をして展示することは無理なんでしょうか。また、収容物の記載はあり
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ませんけども、町内には絵画や書など美術関連所有物もあると思います。これらも整理して展

示に向けて取り組む考えはないでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） まず、展示のほうで説明させてください。全てではありませんが、

農具・民具をまとめ、春夏秋冬の民俗芸能や生活道具の展示を行っておりますのが芸北民俗芸

能保存伝承館です。美術関連の展示につきましては、昨年度、「北広島町収蔵作品展」、「追

悼はらみちを展」を行っており、今後も続けていきたいと考えております。また、まちづくり

センター主催で、絵画の展示も行われているところでございます。議員がおっしゃいました集

約してというところでございますが、量が結構ございますので、そこら辺は慎重に検討をして

いくことが必要だと考えております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 集約が、量があるから難しいというのは想像できます。結構同じような民

具・農具が各所に、同じ物が展示もされたりというふうなこともあったので、そういうふうこ

とも分かるんですけども、整理という意味で、取組をされていただいたらいいかなというふう

に感じてもおります。北広島町には、民泊等も併せて県外、あるいは町外から子どもたちが訪

れております。地域の様々な文化・歴史を知ってもらう場として、施設の活用をどのように進

めていくのか、それぞれの文化関連資源の継承や保存、各分野、民具・農具のこともあるでし

ょうし、伝統芸能のこともあると思います。それぞれのナビゲーター、説明員の方、観光分野

との連携などについて、現状と、これからどうしていったらいいかなというふうなお考えがあ

れば、それを伺っていきたいと思います。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 町内外を問わず、小・中・高等学校の児童生徒に対し、活用を促し

て、地域の歴史・文化、自然を学ぶ場を増やしていきたいと考えております。芸北高原の自然

館につきましては、既に多く利用されておりますので、続いて戦国の庭歴史館を中心にした体

験学習活動を通じ、北広島町への愛着心を醸成し、ボランティアガイドの担い手発掘等につな

げていきたいと考えております。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 前向きというふうに受け取らさせていただきますけど、もっともっと積極的

に進めていただきたいと思います。美和の郷土館、ちょっと訪ねた時に、あそこにたたらの展

示がずっとしてあるんですね。これ町内の施設の中で、唯一あそこだけだと思うんです、私が

知る限り。そういったこと、とても大事にしていかなくちゃいけないことなのかなというふう

にも思いますし、そういったものを活用する手段、これらを課を飛び越えて、商工観光等とも

連携しながら、この資源を積極的に活用するような手だてをお願いをしたいなというふうに思

います。取組を期待しておきます。町内の文化関連資源と施設の活用促進ということで、現在

の状況なり今後の考えを伺ってまいりました。本当に何度も申し上げますけども、多くの収容

物が少しでもこの町を知っていただくために、もっと活用してもらいたいというふうな思いで

私はおりますので、これからもできる限りの取組を期待しております。では、次に２つ目の質

問に移ってまいります。防災・災害対応への備えは進んでいるかということで伺ってまいりま

す。昨年の豪雨災害からもうすぐ１年になります。懸命に復旧作業が進められておりますけど

も、農作物栽培を諦めざるを得ない、いまだに手つかずの箇所もあるなど、改めて災害の大き
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さを実感しているところです。今年の４月に平成２８年熊本地震災害への対応等、教訓につい

て、元熊本市危機管理監から、また、昨年７月の熱海市の土石流災害における対応と取組につ

いて、熱海市議会議長の講演や事例発表を受講する機会がありました。毎年のように災害に見

舞われる本町において、災害発生時に備えた業務継続計画、これＢＣＰというふうに略して言

うようですけども、この重要性を認識したとともに、対応に役立てられるのではないかと思う

ような案件がいくらかありました。柔軟かつ有効に対応できる危機管理体制を平時から整えて

おくべきと強く感じております。昨年１２月の一般質問で、豪雨災害の検証について質問した

際に、平常時・災害時に円滑な対応ができるよう努めると答弁があり、また、災害ボランティ

ア運営について、課題を整理しておく必要があると回答をいただいております。これらの進捗

状況を確認しておくことも柔軟かつ有効に対応できる危機管理体制の整備につながると考えて

おります。そこで、昨年７月付になっております北広島町地域防災計画基本編の中から、前回

質問しましたことに関連して、ポイントを絞って質問させていただきます。まず、北広島町地

域防災計画基本編の第１章第１節、防災計画の作成の目的では、総合的かつ計画的な防災行政

の整備及び推進を図り、町民の生命、身体及び財産を災害から保護することを目的とするとあ

ります。災害時に円滑な対応をするためには、災害発生時を想定した訓練が重要だと、実際に

大規模災害を経験した方が話をされています。第２章第４節、住民の防災活動の促進に関する

計画のうち、防災訓練について、１９事項の実施内容が挙げられていますが、実際に訓練の実

施はどれぐらいできているのでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） それでは、ご質問の地域防災計画に掲げます１９項目のことについ

て、危機管理課からお答えをいたします。地域防災計画に示されております１９項目は、防災

に関する各機関との訓練項目も含まれてございます。内容について少しお話しますと、訓練及

び研修については、町職員訓練として、災害情報配信、避難所開設運営、それから緊急地震速

報、これＪアラートを活用してですが、緊急地震速報を利用した安全確保行動、その他防災に

関する活動で、災害時の連絡体制訓練としては、県や気象台などと連携・伝達訓練を行ってお

ります。また、自衛隊派遣要請、食料供給、給水活動、緊急道路の確保ほか市町との応援要請、

緊急物資の輸送の確保確認などを年度初めに行っておるところでございます。そして消防署・

消防団では、消防広域応援、消火活動、水防活動訓練、非常無線通信、消防広報、救護、行方

不明者の捜索活動、山岳遭難者の救助、避難救助、それから非常招集などの訓練及び研修を行

っておるところでございます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 実際に訓練が行われているというふうな状況をお知らせいただきましたけど

も、町は訓練実施結果に基づいて評価、検討を行って、防災体制の改善に反映させるものとい

うふうなこともありますけども、これらの中で改善に結びついたものがありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 各種訓練後の検討、改善については、過去の災害の教訓、国や県の

方針などを基に随時改善を行っております。情報の取りまとめ方法や各機関の応援要請につい

ては、復旧・復興につなげるため、データのまとめ方や応援要請の手順について改善を行って

います。職員初動マニュアルについては、訓練及び実災害で確認できた役割分担や招集体制な

どの見直しを毎年のように行っておるところでございます。避難情報配信の訓練による検証か
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ら、連絡体制整備や避難情報配信のマニュアルを変更しており、昨年から気象警報が発令され、

気象悪化が見込まれる時には、広島県危機管理課と県内自治体をオンラインで２４時間結び、

気象情報の解説や相互意見交換を行い、早期で適正な避難情報の発令ができる体制としており

ます。また、それに合わせて、この町役場本庁と支所とも同時にオンラインで相互連絡を取れ

る体制をつくって情報共有を行っております。その他、随時検証し、改善を行うものでござい

ます。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） るる改善をされている状況をお知らせをいただきました。ちょっと安心をし

ているところもあります。実は関連して、具体的な改善内容について伺うつもりでおりました

けども、今、具体的な内容も一定程度お知らせをいただいたので、次の質問に移ります。第３

章、災害応急対策計画、第２節第４項、住民等の避難誘導に関する計画では、伝達方法で、避

難措置を実施したときは、速やかにその内容を情報の受け手に応じて多種多様な手段を通じ、

または、直接住民へ伝達し、必要に応じて自主防災組織等の協力を得て住民への周知徹底を図

るとあり、避難指示等の発令、伝達マニュアルの作成では、どの地域の誰に、どのような手順

でどのような経路を通じて伝達するかを定めた避難指示等の判断、伝達マニュアルを作成する

とあります。どのようなマニュアルが作成され、どこに配布をされているんでしょうか。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） このマニュアルでございますが、平成２２年３月に制定し、最新修

正は、令和３年６月９日、それまでに９回の修正を行っております。このマニュアルですが、

町職員が判断し、伝達するマニュアルとして、町職員のうち危機管理課を中心に、確認し、活

用するもので、一般の方には配布をしておりません。また、内容については、職員が避難指示

などを配信する内容のマニュアルで、１番として、避難情報と居住者が取るべき行動、２番と

して、避難行動のイメージ、３番として、避難情報発令の基準、４番として、情報の入手・分

析、５番として、情報伝達の方法でございます。どのタイミングで避難情報を発令するから、

情報の入手・分析の方法、音声方法の内容を分かりやすくまとめており、見やすく活用できる

マニュアルとなっております。以上です。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 見やすいマニュアルで、基本的に職員向けの配付というふうなお答えだった

と思います。避難指示の判断、伝達マニュアルに基づいて速やかにその内容を情報の受け手に

応じて多種多様な手段を通じ、直接住民へ伝達し、必要に応じて自主防災組織等の協力を得て、

住民への周知徹底を図ると書いてある部分の、この伝達方法について、実際に住民の方にどう

いうふうな伝達をしていこうということになっているのか。改めて具体的な説明をお願いしま

す。

○議長（湊俊文） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 避難情報の伝達でございます。現在のところは、現在ちゅピＣＯＭ

ですが、音声告知放送、そして北広島情報アプリ、それから防災安全お知らせメール、それか

ら防災電話サービス、これは固定電話に情報を届けるものでございますが、そちらが基本的な

ところで、もう１つは、広島県防災情報システム、こちらのほうに入力をしますと、避難所の

開設であるとか、そういうものは民放のテレビでテロップで流れるようになっております。ま

た、警戒レベル４になりますと避難指示でございますが、こちらのほうでは、エリアメール、
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町内を走行されております携帯を持たれた運転手さんにも届きますが、エリアメールというこ

とで、登録をされなくても、携帯のほうに避難指示を届けるエリアメールという機能がござい

ます。以上でございます。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 以前の質問の時にも、ご説明をいただいた告知放送であるとかアプリである

とかいうことも含めて、再度今回お答えをいただいて、特に今のエリアメールについては、携

帯をお持ちの方については、かなり有効な手段になるのかなというふうに受け取りをさせてい

ただきました。今度は、関連して、第３章、災害応急対策計画の第１２節に自発的支援の受入

れに関する計画の第１項、ボランティアの受入れ等に関する計画というのがあります。昨年の

災害時のボランティアセンター運営の課題整理は、その後どうなっておりますでしょうか。ま

た、課題は、ボランティア受入れ等に関する計画のどの部分に当たるとお考えでしょうか、伺

います。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 昨年の災害ボランティアセンターの運営の課題・整理につきましては、

社協と役場関係課が集まり検証を行っております。具体的には、災害ボランティアセンターと、

町の災害対策本部との連携体制、災害ボランティアの募集、受入れ、ボランティアセンターで

の物資調達、農地復旧、災害ごみの処分、被災場所の支援ニーズの把握などについて整理をし

ておるところでございます。その中で、主な課題の一つとしまして、このたびの災害では、社

協、役場関係課もそれぞれが災害対応に追われ、情報共有を十分に図ることができなかったこ

とから、互いの進捗状況を把握しきれず、効率的な被災支援ができなかったことが挙げられま

す。こうした検証結果を踏まえ、今後の災害対応に生かしていきたいと考えております。また、

この課題は、ボランティアの受入れ等に関する計画の第２項（４）エのボランティア関連情報

の収集・発信及び第５項の災害情報等の提供に該当いたします。

○議長（湊俊文） 伊藤議員。

○２番（伊藤立真） 今の質問の課題解決のための具体的な方策も伺ってまいりたいと思ってまし

たけども、社協との情報共有ができてなかった。これを改善していこうというふうな回答もあ

りましたので、これからこういった災害があった時に、これまでよりはちゃんとした対応が進

められていくというふうなことを感じ取らせていただきました。災害があってはならないんで

すけど、何かあった時に対応できるだけの準備、これは必ずしておかなければならないと思い

ますので、各課連携を取っていただいて、そういった災害に備えていただいたらなというふう

な思いでおります。今回は、昨年１２月の一般質問に関連をして北広島町地域防災計画基本編

の中から関連するものについて、ポイント絞って質問させてもらいました。この北広島町地域

防災計画基本編、これ１９３ページにわたっておりますし、同じ計画の震災対策編は２７１ペ

ージにもなっております。すごいなと思ってます。これが大体半分ぐらいのボリューム、なか

なかこれを皆さん、多くの方が周知、理解してというのは厳しいかなというふうな思いもある

んですけども、大事なことが書いてあるので、しっかり私たちも見ていこうというふうに思い

ます。災害発生時には通信インフラ、環境ですね。これが機能しているのか。防災計画どおり

の体制維持ができているのかどうかもやはり想定をしておく必要があろうかと思います。現在、

大朝の図書館で防災に関する展示がされております。これらに加えて地域住民も参加しての防

災訓練を実施するなど、町全体でさらなる防災意識を高める取組、防災・災害対応への備えが
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進むよう期待して、私の質問を終わらせていただきます。

○議長（湊俊文） これで伊藤立真議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。１０時

５５分までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １０時 ４７分 休 憩

午前 １０時 ５５分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。４番、中村議員の発言を許します。

○４番（中村忍） ４番、中村忍です。安心安全な通学対策についてと、暮らしの中の図書館の充

実についての２件について質問いたします。さて、１点目の通学対策についてでありますが、

質問の流れを分かりやすくさせていただくために順序を変えて質問させていただきます。質問

順は、通告しておりました質問番号１番、３番、５番、４番、２番、６番の順に変更して行い

ますので、ご了解賜りますようお願いします。さて、それでは安心安全な通学対策について、

２つの視点から質問を進めてまいります。１つ目の視点として、通学路の総点検による安全対

策の推進について質問いたします。新年度を迎え、２か月余りが経過いたしましたが、地域の

皆さんや見守り隊の方々の温かいまなざしを受けながら、大きなかばんを背負った初々しい小

学校１年生をはじめ進級の喜びを感じている子どもたちの登校の列がとても新鮮に感じられま

す。こうした中、子どもたちの言動を見ておりますと、高学年となった子どもたちの相手を思

いやる気持ちや利他の心が育っていく姿を数多く見受けることができ、心が温かくなってまい

ります。また、登校の列から自然に発せられる元気な挨拶の声で、すがすがしい気持ちにもさ

せられます。このようなすてきな空間で成長している子どもたちを支えるとともに、子どもた

ちの命を守っていくためには、町行政や周囲の関係者の努力によって、安心で安全な通学環境

を整えていかなければなりません。さて、昨年６月、千葉県八街市で下校中の児童５名が飲酒

運転の大型トラックにはねられて死傷した事故が生起いたしました。このことは多くの皆さん

の心にしっかり刻まれていることと思います。この事故を受けて、全国では、見通しがよく、

車の速度が上がりやすい道路、幹線道路の抜け道として大型車が多く利用している道路、保護

者たちの改善要望がある道路など、新たな視点も含めて危険箇所を洗い出す通学路の緊急一斉

点検が行われました。交通事故の危険箇所は、広島県内で１４４１か所、北広島町内において

も３３か所が挙げられました。通学路は、子どもたちが毎日登校等で利用するものですから、

これを放置することはできません。以上のことを踏まえて、通学路の課題及び行政の対応のあ

り方について伺ってまいります。昨年度の通学路の緊急一斉点検で洗い出された危険箇所が町

内で３３か所挙げられておりますが、どのようなことが挙げられたのか、具体的に示してくだ

さい。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 本町では、児童生徒の安全確保を図るため、平成２６年７月に北広
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島町通学路交通安全プログラムを策定し、毎年、道路管理者、警察、行政、学校が合同で通学

路の危険箇所点検を行っております。３３か所の内訳は、道路に関するものが２９件、危険空

き家に関するものが２件、除雪・落雪に関するものが２件です。その内容としましては、横断

歩道、信号機の設置要望、道路の修繕・拡幅、歩道設置等の改修工事要望、側溝への転落防止

柵設置要望、ガードレール修理依頼、道路標識設置要望、草刈り要望をされている箇所が危険

注意箇所となっています。より詳しい内容は、町のホームページに掲載をしております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 緊急一斉点検で危険箇所として挙げられた、ただいま申していただきました３

３か所の通学路の安全対策は、現在どの程度改善されていますか。安全対策がなされた箇所で

は、具体的にどんな対応策を取られたのか伺います。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 具体的な改善につながったものが１２件、取組中のものが２１件で

す。具体的な対応につきましては、危険空き家と積雪、落雪の対応は、除雪撤去により安全対

策を確保しました。道路に関するものにつきましては、道路の草刈り、ガードレールの修理、

ガードパイプの設置、警察によるパトロールの強化などの対応を行いました。以上です。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） まだ取組中であるというものもあるというふうにお伺いをいたしました。安全

対策が今完了できていない箇所について伺います。なぜ対応ができていないのか、完了できな

いのか、その理由についてお伺いします。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 対応できていないものは、横断歩道、信号機の設置と、道路改良で

す。理由としましては、横断歩道、信号機の設置については、公安委員会の設置基準に照らし、

該当とならない。道路改良が必要な箇所については、優先順位をつけながら改良されるため、

早期の道路改良対応ができてないためです。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 公安委員会へ申し出なければいけないこと、また、設置基準等もあるというこ

とをお伺いしました。町内の通学路、私が見て歩いた中で、一番よく整備されているなと思う

のは壬生小学校付近です。３０キロ制限をきちっと設置して、きれいに整備されているなとい

うのは感じております。しかし、あちらこちらでまだまだ線が随分薄くなったりとか、色あせ

ているなというところを感じるものがあります。そういう意味で、まだまだ今後も継続して取

り組んでいかなければならないものが多いのではないかというふうに受け止めております。さ

て、旧南方小学校区の事案でございますが、通学路の歩道やバスに乗り降りするための安全な

場所の確保ができていないため、自宅からバスに乗車するまでの道を迂回している子どもたち

がいる地域がございます。さらに県道を走る車の交通量は極めて多く、制限速度は４０キロと

いうふうに示されておりますが、それを超える車も多いように感じております。横断歩道や運

転手に減速を促す手だてもなく、その道を横断することが容易ではない子どもたちもいるよう

に思います。こうした状況について、早期の改善を求めますが、どうでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 通学路の状況によっては迂回するケースも必要であると考えており

ます。横断歩道や信号機の設置については、先ほど申し上げたとおりでございますが、適切な
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通学指導を行うとともに、警察によるパトロールの強化や地域の通学見守り隊の皆様のご協力

など、道路標識設置に向けた道路管理者の協力も含め、可能な限り児童生徒の安全な通学を確

保してまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 通学路の迂回についてでございますが、これは私は、反対でもなければ賛成で

もない部分がございまして、迂回をするというのは、一時的に危険を回避するための手段であ

りまして、何らかの改善を図れば、その迂回は別な方法で改善されるものと思っています。例

えば歩道をきっちり整備するとか、バスの待合所をきっちりええ具合につくるとか、そういう

ことをすれば迂回する必要もなくなるわけであります。ですから、根本的な解決にはならない

と思うんですが、その辺について、どのようにご理解いただいているでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 道路改良を伴うものにつきましては、先ほど申し上げたとおりです。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） さて、対応策が取られた箇所をはじめとして、町内の通学路の点検ですが、こ

れは毎年やっておられることだと思うんですが、どのように行っておられるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 冒頭申しました交通安全プログラムの方法によって実施しておりま

す。通学路の危険箇所点検の結果につきましては、ＰＴＡなどへの報告、町ホームページへの

掲載を行っております。また、各学校では通学路マップを作成し、保護者や通学見守り隊の皆

様への情報提供、あるいは学校運営協議会との情報共有に努めております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 今、回答いただきましたが、通学路の危険箇所を子ども、保護者、それから地

域住民、そして見守り隊の方がしっかり共有できるように、平時から、その対応を進めておる

ということをご回答いただきましたので、次の質問については割愛をさせていただきます。さ

て、対応できていない危険箇所の改善、また緊急一斉点検後のより一層の安全確保のために保

護者や地域から新たな要望が出てくる通学路の改善に係る課題もあります。これらについても

速やかな対応を求めます。また、子どもたちの安全確保のため、危険箇所における交通規制の

実施や交通安全施設の設置をはじめ広島県、警察などと連携した再発防止に向けた取組を今後

どう展開していくのか、教育長の所見を伺います。

○議長（湊俊文） 教育長。

○教育長（池田庄策） 児童生徒の安全が最優先されるということは言うまでもありません。通学

路に関しましては、先ほど課長が申しましたように、各関係機関の協力によりまして、毎年交

通安全プログラムを実施しております。今後とも学校や関係機関との連携を図りまして、児童

生徒の安全確保に努めてまいります。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 今後も子どもの命を守るために、継続した取組を要望いたします。２つ目の視

点といたしまして、バス通学の今後について質問いたします。本町においても人口減少は大き

な課題でございます。近年の急速な人口減少により小学校の学校統合が進み、現在は８校とな

っております。当然のことですが、統合した学校は校区が広域化しており、学校統合の条件で

あったり、通学距離が４ｋｍを超えるという理由であったり、バス通学をせざるを得ない児童
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が増えてきております。バス通学をしている児童の中には、通学の路線バスを利用した際、バ

スを下車してから自宅まで随分な距離を歩かなけれもならない子どもたちもいます。また、自

宅からバスに乗る所まで、町道に多くの獣が出没する、そのことへの対応が心配される児童も

います。そのような中、豊平小学校区の一部では、スクールバスが運行されています。これは

通学時の児童生徒の安心安全を保障する上でも画期的なことであると考えます。命はお金に代

えられないんであります。以下、今後の北広島町の対応についてお伺いしてまいります。

なぜ、豊平小学校区の一部地域ではスクールバスが運行されるようになったのか、その経緯を

伺います。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 地域住民、保護者からの運行要望により、現地確認の上、平成２８

年４月から運行しております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 先ほども申し上げましたが、通学時の児童生徒の安全安心を保障する上でも、

自宅から路線バスの停留所までの距離の長いことや、路線バスまでの安全が十分に確保されて

いないと確認されている地域ではスクールバスを配置すべきであると考えます。このことに該

当すると思われる地区は、豊平地域では、久河内地区、日浦地区、芸北地域では、旧雄鹿原小

学校区の政所地区、中祖地区の一部、旧雲月小学校区の土橋地区、苅屋形地区、旧美和小学校

区の小原地区、高野地区です。さらに、これらの地区の中には、来年度の小学校入学を控えて

いるご家庭もございます。町内の状況をいま一度丁寧に確認されて、子どもたちの安心安全を

より一層確かなものにするためにもスクールバスを配置するように求めますが、どうですか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 児童生徒のバス通学につきましては、町条例及び規則により小学生

は４ｋｍ、中学生は６ｋｍ以上の通学距離がある児童生徒に対し、定期乗車券購入による補助

を行っております。補助の特例としまして、学校統合により交通機関を利用することを条件に

定めた地域の者は、この距離に満たなくともバス通学の対象としています。バス通学につきま

しては、毎年各学校が次年度の対象となる児童生徒の把握をし、バス会社様に通学の依頼をし

ています。バス会社様は、路線バスによる送迎を基本としながら、路線バスでの対応が困難な

児童生徒について、乗降時間や乗車場所までの距離にできるだけ差が出ないことや、所有され

ておられる車両や従業員の体制など、総合的に勘案、調整をされて、デマンドタクシーなどで

対象児童生徒全員の通学体制の確保に協力をいただいております。全児童生徒へのドアツード

アでの送迎はできませんが、バス通学の対象となる児童生徒につきましては、引き続き、各学

校、バス会社様と丁寧に連携をし、対応してまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 今ご答弁いただきましたが、通学バスの基本形については、今説明をいただい

たように思います。私が申し上げているのは、先ほど申した地区が全てが４ｋｍ以上クリアし

ている地区であるというふうに認識をしております。その中でも、さっき申し上げたように、

バス停から距離があるとか、バス停までの間に危険のある可能性があるとか、そういう理由が

あるのが先ほど申し上げた地区でございます。そこからは、まだ行政に向けてスクールバスの

要望は出てないと思いますが、今後、そういう地域からも要請があったら対応していただける

んでしょうか。
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○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 先ほど議員おっしゃった豊平地域、芸北地域の地区の児童生徒で、

今、最長歩いている子でも２ｋｍありません。その中で、多少の差が出る中でも、バス会社様

に確保していただいているというのは先ほど申したとおりです。特別な事情、狭あいな道であ

るとか、獣が出る危険性がある、夜暗い、一人になるといったことについては、また特別な特

例で設けておりまして、対象としております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 個別対応であるというふうに理解しますので、その個別対応、もう少し丁寧に

地域とご協議いただきたいと思います。３つ目の質問は、１つ飛ばさせていただきます。この

たびの一般質問では、通学時の児童生徒の安全安心を保障する通学対策についてお伺いしまし

た。こうした事例は、町の中心部から遠い地域で多く見られる課題であると思います。本町で

は、町民の幸せを願って多くの施策が展開できるようにと思いますが、一つ一つの施策を住民

目線でいま一度振り返っていただいて、課題が見つかれば見直しをするなど、柔軟な対応を取

っていく必要があると思います。先ほどの通学の事例もそうであります。町長の所見をお伺い

いたします。

○議長（湊俊文） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 住民の方に等しくサービスを提供することは基本であり、引き続き、住民福

祉の向上に向け、施策の展開を図ってまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） ぜひ、その住民の目線の視点で、一つ一つをもっと丁寧に見直していただくこ

とを要望して、この質問を終わらせていただきます。続いて２点目の質問に移ります。暮らし

の中の図書館の充実を願って、このことについて質問いたします。かつて広島の本通りに行っ

た時にたくさんの書店が並んでいたのを記憶しております。しかし現在は、次々とその姿が消

えてしまいました。そのような中、図書館の役割はクローズアップされてきていると思います。

本町の図書館は、本館以外は、いずれも地域づくりセンターの中に位置しておりますが、町民

に開かれ、多くの町民に活用される図書館として充実していくことを願っております。また、

インターネットの発達により、あらゆる知識や情報が簡単に手に入る現代社会でございますが、

世界中に無数にある本には、これまでの人類の英知が盛り込まれております。人生において大

切なことやヒントもきっとどこかの本に記されていることだと思います。たくさんの本と出会

い読書をすることは、より豊かな人生を送るためには必要不可欠であると考えます。以上のこ

とを踏まえ、以下、暮らしの中の図書館の充実について伺っていきます。生涯学習を進める上

で、読書の重要性について、どう認識されておられますか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 生涯学習とは、一般には、人々が生涯に行うあらゆる学習、すなわ

ち学校教育、家庭教育、社会教育、文化活動、スポーツ活動、レクリエーション活動、ボラン

ティア活動、企業内教育、趣味など、様々な場や機会において行う学習の意味で用いられてお

ります。読書は、学習する機会の中で、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身につける上で欠かせないものとして認識をしてお

ります。

○議長（湊俊文） 中村議員。
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○４番（中村忍） 北広島町の生涯学習計画では、心豊かな暮らしを実現できる読書環境を整えま

すとうたわれていますが、読書環境を整えるために具体的にどのような取組を進めておられま

すか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 絵本コーナー、児童コーナー、ヤングアダルトコーナーなどを設け

るようにして、幅広い年齢層に本との出会いの場をつくり出しております。また、多くの方に

利用していただけるよう、読者の意見を大切にしながら、図書の選書に努めておるところでご

ざいます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 町の冊子を見ておりましたら、ブックスタートの取組もするというふうなこと

が触れられておりましたが、これはなされておりますか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） ブックスタートにつきましては、福祉課のほうで、出生されたお子さん

に対しまして、民生委員がお配りをしている状況でございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 何か健診のときとか、そういう機会を捉えておられるんでしょうか。それとも

個別に対応でしょうか。

○議長（湊俊文） 福祉課長。

○福祉課長（芥川智成） 民生委員が家庭を訪問してお配りをしております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 私もその選定された図書の中で、松谷美代子さんの「いないいないばあ」とか、

三浦太郎さんの「くっついた」という本を読まさせていただいたことがあります。大人も子ど

もも一緒になって読書する機会、そういうのが大事にされるスタートの一つだと思います。北

広島町図書館本館及び各分館のここ５年間の利用状況はどうでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 別添お配りをしております「暮らしの中の図書館の充実を願って」

と中村議員のご質問の部分で、５年間の図書館の利用状況ということで、こちらにつきまして

は、施設利用者の人数把握は難しいので、本の貸出し冊数をお示しをさせていただいておりま

す。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 丁寧な資料を用意していただきましたが、これを見て私が感じるのに、本館が

多く、それに次いで千代田分館も少しずつ数が増えてきているなということを感じました。貸

出し冊数ということですから、貸出し人数は、これよりぐっと減るはずでございます。そうい

うことを鑑みたときに、利用状況はまだまだ極めて低いと思います。利用促進をどう進めてい

きたいとお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） ここ最近は、新型コロナウイルス感染症の影響により各施設の利用

が減っております。令和３年度につきましては、千代田分館がまちづくりセンターとなりまし

て新しくなりまして、蔵書等も増え、利用しやすい環境となったと思っております。そちらが

千代田分館の利用増になっているように思えます。議員がおっしゃいました利用の促進につき
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ましてですが、引き続き、毎月の選書において、読者のご意見を大切にしながら、ロビー展示

やコーナー展示を工夫してまいりたいと思います。また、ホームページやＬＩＮＥを通じて啓

発活動にも引き続き取り組んでいく予定でございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 図書館は、お年寄りや子どもをはじめ、町民の誰もが気軽に足を運べる地域の

知の拠点であると、私は捉えております。夏場は大変暑いので、図書館そのものがクールスポ

ットとしての役割を持つんじゃないかなと思っております。ふだんから誰もが立ち寄れる憩い

の場としての役割もあると考えております。そのような中、より一層魅力ある図書館にしてい

くためには、図書館のコンセプトをしっかり整備していく必要があると思います。そのことに

よって、人の集まりもにぎわいもあってよくなっていくのではないかと考えます。ちなみに、

千代田の読書スペースでございますが、絵本が随分大事にされてるなということを感じます。

そういうふうなコンセプトをしっかり持っていく、そういうコンセプトをしっかり教育委員会

のほうで策定することによって、図書館の運営方法をしっかり示していただければと願ってお

ります。それでは次の質問に移ります。図書館の生命線である図書の購入費は、ここ５年間で

どのように変化してきておりますでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 平成２９年度は約２７３万円、年々徐々に増加しておりまして、令

和３年度は約５２９万円でございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 年々増加してきているというふうなご回答いただきました。うれしいことだな

と思います。なぜこの５年間で倍以上に増えたんでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 確実なものかどうかは分かりませんが、コロナ対策の交付金をあて

がっていただいた部分もございますので、そういった原因もあろうかと思います。以上です。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） コロナ対策で予算が若干上がったということは、私も存じておりましたが、こ

んなに違うんだなということが分かりました。また、今後コロナ対策が解けたときに、また元

へ戻ってしまうのかなと思ったら、すごく心配はしております。予算をつける際に、何らかの

根拠がやっぱり要るんじゃないかなというふうに思います。予算をつけていただくにあたって

も健全に図書館が運営されているんかとか、どんな指標を設定して図書館を運営しているんか

とか、そのような中に貸出し冊数はどういうふうになりよるんかとか、登録率はどういうふう

になりよるんかとか、そのような数値を一つずつ拾い出して、より適切に運営できる予算を設

定していかれる必要があると思います。やっぱり根拠を持ってその数字をはじき出していただ

くように願っております。もっともっと上げたら、今の５２９万円よりもっともっと予算は増

えるものと私は考えます。どうぞそこのところご検討ください。予算の問題についての受け止

めについては割愛をさせていただきます。新しくできた千代田地域にあるまちづくりセンター

内の図書スペースは、これまでよりもはるかに広く、落ち着いて読書ができる環境が整えられ

ました。絵本のコーナーはとりわけすてきであります。しかし夕方になると西日がとてもよく

射し込んできます。そのせいで、本の背表紙が色あせたものが多いように受け止めております。

せっかく出会うことができた本がこのような状況であれば、読書意欲も激減すると思います。
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さらに、まちづくりセンター内の図書スペース側のガラスはＵＶ加工が施されてないようであ

り、図書館の主役となるべき本が大事にされていないことは明らかであります。こうした現実

を直視して、西日などの対策を早急に講じるべきであると思いますが、どうですか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） どのような対策がよいのかを含めまして、施設管理のまちづくり推

進課と検討をさせていただければと思っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） それは議場では今日初めて言った中身でありますが、委員会等では、これは既

に申し上げてきた中身でもございます。今後早急にこの対応を取って、よりよい環境をつくっ

ていただきたいと、そのように進めることを期待しております。子どもの読書活動推進計画で

は、総合図書館における図書活動の推進が盛り込まれていますが、どのように推進されておら

れますか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 先ほども申し上げさせていただきましたが、図書館の配架の中に絵

本コーナー、児童コーナー、ヤングアダルトコーナーを設けるなどして、幅広い年齢層に本と

の出会いの場をつくり出しておるところでございます。また、読書支援ガイドを作成し、特別

団体貸出し、ポップづくり教室、ブックトーク、学校図書室経営の相談活動にも取り組んでお

るところでございます。その他、学校からの図書館見学等に対応し、図書館の魅力発信にも努

めておるところでございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 学校の立場で申し上げたら、これは町内の図書館がしっかり連携してくださる

ことで、恐らく小学校への本の貸出しもあるものと思っております。学期に２１０冊ぐらいは

貸し出しているというふうに私は把握しておるんですが、間違いないですか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 具体的に今、議員がおっしゃられました数字かどうかは分かりませ

んが、学校と連携を取って対応をさせていただいているところでございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 今私が、先ほどご回答いただいたような仕事をされている方、図書館司書とい

う方がおられます。図書館活動の一層の充実を図るためには、ここに示しました司書の果たす

役割は極めて大でございます。司書は、図書館法により国家資格に定められており、図書館に

おいて全般的な業務を行う専門職でございます。主な役割は大きく分けて、次の２つです。１

つ目は、資料の管理や蔵書を熟知して、利用者の目的に応じた資料の提案などにより、利用者

と資料をつなぎ合わせる役目です。２つ目は、読書活動を促して、人と本の距離を縮める役割

です。図書館資料におけるスペシャリストとして、人と本をつなぐという目的のもと、仕事を

されております。北広島町の図書館には、司書は本館に２名配置されていますが、図書館司書

の役割と、その効果についてどう認識されておられますか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 先ほど議員もおっしゃいましたが、図書館司書は、図書の貸出しや

返却の業務はもとより、毎月の選書、ロビーやコーナー展示の企画運営、各分館への訪問や相

談、関係機関との連携など図書館運営全般を行っており、司書の果たしている役割は大変大き
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いと認識しております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） お二人の司書の方が孤軍奮闘されている。そういう姿を私も本館を訪れたとき

に拝見させていただきました。それでは次の質問に移ります。今後、本町の図書館がますます

暮らしの中の図書館として充実していくために次の３点について提案いたします。１点目は、

現在司書が配置されているのは本館のみです。全ての分館にも配置してはどうでしょうか。２

点目は、豊平、芸北の分館は午後５時１５分には閉まってしまいます。仕事帰りの人は使えな

いので閉館時間を延長してはどうでしょうか。また、土曜日、日曜日も開館するようにしては

どうでしょうか。３点目は、芸北の分館と学校が通路でつながっております。しかし、これま

では円滑に利用できていない状況が続いているように伺っております。その改善を求めますが、

どうでしょうか。以上、３点を提案いたしますが、どうでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） まず、１点目でございます。本館は、図書館のみの業務でございま

すが、各分館は地域づくりセンターを兼ねております。図書館本館の司書は、これまでも各分

館への訪問や相談を行い、連携を取りながら図書活動の推進をしております。引き続き、本館

と分館で連携を取りながらサービスの向上に努めてまいりたいと考えております。２番でござ

いますが、豊平、芸北の分館につきましては、地域づくりセンターを兼ねておりまして、それ

ぞれの分館が所属する施設の休館日及び開館時間に準拠しております。他の施設のご利用を検

討いただくか、時間内のご利用をお願いしたいと思います。３番目でございます。芸北の分館

と学校の通路は、議員おっしゃいましたように、通常は施錠してあります。今年度、学校と分

館とが調整を行い、６月１０日より昼休憩に通路を利用し、分館を利用していただいておると

ころでございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 今おっしゃっていただいた中の２点目についてでありますが、これはそれぞれ

の豊平、芸北の施設のほうにはお一人が勤務ではないと思います。時間差で勤務していただく

とか、土曜日、日曜日を勤務していただいて、別な日をお休みにするとか、そういう工夫をす

れば、このことはできるんではないかと考えますが、いかがでしょうか。

○議長（湊俊文） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（小椿治之） 条例等も確認させていただきながら、勤務時間につきましては、利

用者のご意見等も伺いながら、考えていかなければいけないとは思いますが、現段階では、時

間内のご利用をお願いしたいと思っております。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） ご検討ください。豊平、芸北の方にほかの図書館を利用せえというのは、これ

は無理だと思いますので、そこについては、またご一考いただければと思います。本町の社会

教育推進の最前線で活躍されている方々は、本町の図書館で勤務されている方ではないかと思

います。しかし、その図書館に勤務される方のほとんどは本務者ではございません。千代田ま

ちづくりセンターは、勤務する１１名のうち本務者はわずか３名です。本務者は少ないです。

私は、千代田まちづくりセンターに立ち寄ることが多いのですが、勤務されている方のボトム

アップしながら、主体的に職務を遂行されている姿にいつも感動させられます。とりわけ、こ

の９月に開催される絵本フェスタの開催に向けては、「絵本がつなぐ笑顔の輪」をテーマとし
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て、地元スタッフを中心とした実行委員会が何度も開催されています。住民が中心となるよう

にしたいと考え、絵本フェスタの開催によって、まちおこしを進める仕掛けを模索しようと、

そういう新たな視点を感じられます。そして、それを支える地元スタッフの方の意欲は、きっ

とまちづくりセンターの方のコーディネートによって、これからも一層高まっていくものと思

っております。こうした取組は、オープニングイベントのような派手さはありませんが、地味

でありますが、こうした積み重ねを地道に一つ一つ丁寧に繰り返していくことで、生涯学習の

推進を本町のまちづくりとつなげる、そういう取組の土台をつくることにもなるし、その推進

は着実に進んでいるものと捉えておるところでございます。今日は、暮らしの中の図書館の充

実を切り口として、本町の生涯学習の一端についてお伺いいたしましたが、これからの生涯学

習をどう牽引して、学びから始まるひとづくり、つながりづくり、まちづくりをどう進めてい

くのか、町長の見解を伺います。

○議長（湊俊文） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 伝統芸能や芸術文化活動の蓄積等、地域の特性を生かしながら、多彩な学習

機会の確保と内容の充実を進め、住民が生涯にわたって主体的に学習し、豊かな心を育み、学

びを生かした町内外の交流やまちづくり活動が生まれる場の形成、地域活動を担う人材の発掘、

育成を推進しているところでございます。住民一人一人が自分に合った学びを行う中で、生き

生きと暮らし、本町の特徴である豊かな自然環境と里山文化を継承した持続可能な地域社会の

実現を目指して北広島町生涯学習推進計画に基づき、各種取組を推進してまいります。また、

議員が先ほど言われました絵本を中心にいろんな展開をしてくれているということであります

けれども、そういった取組もしっかりと充実をしていきたいと思っておりますし、まちづくり

はひとづくりと言われるように、地域の活性化を図っていく上でも学びはとても重要でありま

す。本町が取り組んでおりますきたひろ学び塾Ｗｉｔｈも今後さらに充実していきたいと考え

ているところでございます。

○議長（湊俊文） 中村議員。

○４番（中村忍） 生涯学習というか、今までの公民館活動そのものがその個人の学びで止まって

いるところが多かったように思いますが、今、動こうとしているまちづくりセンターでの活動

は、個人の活動からもう一歩脱皮して、本当に人を巻き込んで、つないで、そして取組を進め

ていこうというものになっておるように思います。そうしたところにもぜひ温かい目を向けて

いただいて、今後の取組が一層円滑に進むよう支援をしていただきたいものと思います。以上

で、質問を終わらせていただきます。

○議長（湊俊文） これで中村議員の質問を終わります。ここで暫時休憩をとります。午後１時ま

でとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １１時 ４５分 休 憩

午後 １時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～



- 33 -

○議長（湊俊文） 再開します。午前中に引き続き、一般質問を行います。６番、山形議員の発言

を許します。

○６番（山形しのぶ） ６番、山形しのぶでございます。さきに通告いたしました、町民の健康促

進のためにできることを、について質問いたします。厚生労働省の簡易生命表（令和２年）に

よりますと、２０２０年の日本人の平均寿命は、男性が８１．６４歳、女性が８７．７４歳で、

２０１９年と比較して、男性は０．２３年、女性は０．２９年上回っています。また、介護を

受けたり寝たきりになったりせずに日常生活を送れる期間を示す健康寿命、こちらは令和元年

のものでございますが、男性が７２．６８歳、女性は７５．３８歳と発表されました。こちら

の健康寿命の前回の平成２８年調査から、男性は０．５４年、女性は０．５９年伸びています。

このデータから考えますと、健康寿命と平均寿命の差が平均で９年から１２年あることが分か

ります。この９年から１２年の期間を問題なく過ごすために事前の対策を講じておく必要があ

ると考えられています。今や人生百年時代と言われています。国は、誰もがより長く、元気に

活躍できる社会、この実現に向けて様々な政策課題を掲げています。多様な就労や社会参加と

して、７０歳までの就労機会確保や健康寿命の延伸、医療・福祉サービス改革など様々なもの

がございます。その中でも国は、健康寿命の延伸として、２０４０年までに健康年齢を３年以

上伸ばすことを目標にしました。北広島町としても、第２次北広島町長期総合計画改訂版にお

きましては、施策分野Ⅲ 安心して元気に暮らせる地域の創出の中の基本的な方向性２の中に、

健康づくり、元気づくりの推進にある健康寿命の延伸に向けた施策として、次の５つを掲げて

います。１つ目、元気づくり推進事業、２つ目、糖尿病性腎症重症化予防事業、３つ目、特定

健診受診率向上事業、４つ目、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業、５つ目、がん

検診受診率の向上事業です。新型コロナウイルスの収束が見えず、町民や行政もコロナ対策に

対して意識が高まっています。しかし、コロナ禍であってもその他の病気が少なくなっている

わけではありません。逆に新型コロナウイルスの心配によりまして、健診や予防接種、通院を

控える状況もあるのではないかと考えられます。少子高齢化が進む北広島町です。誰もが健康

に人生を楽しんでもらいたいと町も考えています。今、平均寿命、そして健康寿命についても

話をしましたが、本当に様々です。私ごとになりますが、９４歳の祖母がおります。祖母は、

この町内には住んでおりませんが、先日こんなことを言っていました。仏壇に向かって、おじ

いさん早く迎えにきてくださいって言うんですよ。おじいちゃん、おばあちゃんそんなこと言

わんといてや、もっともっと元気に長生きしてねというふうに言ったら、もう迎えにきてくだ

さいなんか言っちゃだめよと言ったら、うちの祖母は、じゃあおじいさん、私を早く連れてっ

てくださいと言葉を変えてまたお願いするんですよ。それぐらい生きているということがしん

どいと思うことが多々あるように感じました。ですが、先日、同じ年の北広島町在住のおじい

さんとお話をしている時には、アユの釣りの解禁になったということで、早速行ってきたよと

いう元気な声をいただきました。その時に、何匹ぐらい釣れたんですかと言ったら、６匹ぐら

いは簡単に釣れたよと、ただ、流れが強くて、足がふらふらしとったら、あのおじいさんふら

ふらしてると思われたら嫌だから、格好悪いから帰ったんよという話をされている時に、ああ

それだけ元気にされて、まだそこでもしっかり頑張っていこうと思う９４歳の方もいらっしゃ

るんだなというふうに思いました。本当に元気で健康であれば人生というのは楽しめるポイン

トがたくさんあります。この元気で、そして健康に人生を楽しむことができるように、町とし
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て取り組むべきことを考えまして、健康寿命が延伸できるように以下について質問いたします。

まず、１点目です。北広島町元気づくり推進事業というものがございますが、どのようなもの

がありますでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 元気づくり推進事業は、お住まいの地域の集会所で週２回、約９０分、

ストレッチや筋トレ、球技などを行い、参加者の皆さんの体力を維持・向上させること、また、

週に２回、地域の集会所に集まることにより、地域内の交流が増え、地域の活性化にもなって

いる事業です。最初の６か月間は、指導者の下、体操など行う集会所コースがございます。そ

の６か月間を終えますと元気リーダーコースに移行し、地域の皆さんが主体的に事業を継続す

るものです。また、町内の運動施設において拠点コースも実施しております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今の課長の答弁から感じるものといたしましては、元気に過ごすものプラ

ス交流という言葉がございました。元気で来る者に対して交流というふうに、心の面でも健康

も考えていらっしゃるというふうに考えてよろしいでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） そのとおりでございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 元気に過ごすために体力向上というものもございましたが、以前もコロナ

禍の時には活用が難しかった場合があったと思います。この今、元気づくり事業についてお話

伺いましたが、この中で、コロナ禍で難しかった場合の何か対応されていたことがありますで

しょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） コロナの感染症が令和２年から続いているところでございますけど、令

和２年につきましては、緊急事態宣言等が発令された場合は一律にこのコースを中止しており

ました。しかしながら、委託事業者とともに各集会所を回りまして、どうやったら感染対策が

できるか、換気ができるかといったところを検討しまして、実施に向けて取り組んだところで

ございます。また、令和３年度になりましてからは集会所、主には区長様のほうが管理されて

おりますが、そういった使用について許しが出れば、住民の方主体に継続といったことができ

ております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 委託事業者と相談してというのがございました。コロナ禍で、なかなか家

から出ることができない、この元気づくり事業のよさとしては、動くことができる、そして交

流することができるというプラスその場所に行くことができるという良さもあると思うんです。

家から一歩出るということは、やはり元気にもつながっていくと思います。その中でも家から

出ることができない時に、この委託事業者の車がずうっと町内を回って、皆さんに、ちょっと

体操しましょうねという呼びかけを行っているということもありました。家の中にいながらも、

誰かがそうやって自分を心配してくれる、そして体を動かすために促してくれる、誰かが、見

えないけども見てくれているというのは、本当に大きな支えになったんじゃないかなと思って

います。次に質問になります。これだけ様々な活動をされていらっしゃいます。行政報告によ

りますと、この６１会場で行っていまして、延べ２５４８人がこちらを経験するというぐらい、
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本当に多くの皆さんがこちらの活動に参加をしていらっしゃいます。この元気づくり推進事業

の効果、こちらは検証していますでしょうか。また、検証していましたら、結果について伺い

ます。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 元気づくり推進事業につきましては、委託事業者からの実績報告、また

町としての効果検証を行っているところでございます。成果としましては、現在、町内に６１

会場あります元気リーダーコースは、新型コロナウイルス感染症の流行が継続しておりまして

も全ての会場が継続できているということは評価に値すると考えております。また、参加者へ

のアンケート結果では、参加することにより病気にかかりにくくなった。つまずいたり転ぶこ

とが減った。人付き合いが増えたなどと７割以上の方が回答されております。感染症対策で人

と会うことが制限される状況ですが、この事業に参加することにより、人と会って体を動かし

て会話もできるので、気持ちが楽になったと回答される方もいらっしゃいました。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） ７割以上の方が良さを回答されていらっしゃったというふうに今答弁があ

りました。７割以上ということですので、どうでしょう。そのほかにはマイナス的な意見はあ

りましたでしょうか。今、良さをお話いただきましたが、こういったことをもっとしてもらい

たいとか、こういったことはどうだろうかというような少し意見としてありましたら、伺いま

す。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） マイナス的な意見はそんなにございませんが、体調の変化がないといっ

たような意見もございました。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） どうですか、体調の変化がないというふうに話される方もいらっしゃると

いうことは、人数としては増減、始めてからこれまでどんどん増えているという状況、人数は

正式なものはなくて大丈夫ですので、参加者は増えているというふうに感じていますでしょう

か。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 参加者につきましては、各集会所において現状維持されている、あるい

は減っているといったような状況でございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 減っているという声がありましたが、以前も委員会でこのことについて伺

いましたら、減っている状況については、コロナで控える人も増えてきたというふうに少し伺

っています。でもコロナ禍でありながら、様々な対策をしながら行い続けることができている

ということ、そして２５００人以上の方が参加して、元気をもらっているということ、本当に

大きな力だと思うんです。この事業を今後も続けていきながら、そして皆さんの中で、実感が

あると続けられると思うんですよ。元気になることができているなとか、ここが行くことが楽

しみになっているなというふうに、少し自分の中でプラス部分をつくることができると、より

活動もしていかれやすいと思いますので、そういったことについて、検証するだけではなく、

今後の対策についても行政が考えていただけたらと思います。３つ目の質問に進みます。高齢

者の保健事業と介護予防が一体化している実施事業、どういったものがありますでしょうか、
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伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業につきましては、本年度

から開始しております。特に後期高齢者の方の特徴でございます複数の慢性的な病気を持ち、

加齢に伴う虚弱な状態の方が多い状況を踏まえ、病気の発症予防よりも重症化予防の取組を進

めるものでございます。今年度は、健康状態不明者の方の状況把握のため家庭訪問を行ってま

いります。また、元気リーダーコースを実施されている集会所等を訪問しまして、健康維持や

運動、栄養、口腔ケアのフレイル予防等の話をさせていただく予定としております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 令和元年度に健康保険法の改正によりまして、７５歳以上の高齢者に対す

る保健事業と介護保険の地域支援事業などを一体的に実施することができるようになったとい

うのがありますが、こちら令和元年度にそのことができるようになったというふうにありまし

たが、今答弁にありましたように、始めたのは今年度からということでよろしいですか。はい、

承知いたしました。今年度ということは、少し国が出したものとは遅れているかなと思うんで

すが、その理由について何か答弁できるものがありましたら、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 特に理由とかいうのはございませんが、県内でありますと、先行して、

令和３年度、昨年度に１１市町が先行的に実施されております。１年遅れて本町も取り組み始

めたといったような状況でございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 令和３年度に１１市町がもう始めたということがありますので、そういっ

たこともいろいろ検討しながら進めていくとより良いものができるのではないかというふうに

思っています。今、その中でも答弁にありましたフレイル予防といたしまして、家庭訪問など

行っているというのがありました。続いての質問にもありますように、住宅での暮らしを支え

る見守りとして、ひとり暮らし高齢者に対して巡回相談事業を行っています。この巡回相談事

業について詳しく伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） この巡回相談事業は、お元気ですか訪問として、巡回相談員、民生委員

児童委員の方でございますけど、在宅の高齢者の訪問を行っていただいております。訪問回数

につきましては、担当地区により異なりますが、月２回程度になります。定期的な訪問により、

地域での生活の安心につながっているものと考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） お元気ですか訪問という形ですので、ちょっと、まだ今コロナ禍が少し活

動の動きが出ている状況ではありますが、例えば訪問できなかった場合には電話などされてい

るというふうに対処法がありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 電話等も使いまして高齢者の状況を把握していただいている地域もあり

ます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 安心につながるためにという答弁の言葉がありました。どうですか、安心
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につながっているというような、利用されていらっしゃる方の声が伺えるものがありましたら、

答弁ください。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 民生委員さんのほうから、訪問いただくということは安心につながって

いるという声もいただいております。また心配な方がいらっしゃいましたら、包括支援センタ

ーのほうにつないでいただいておりますので、連携して次のサービス等につないでいくという

こともできております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 次につなげていきながら対応されているというのを確認をしました。次の

質問にあります糖尿病性腎症重症化予防事業というのが、先ほど私が伝えました健康寿命延伸

に向けた施策の５つのうちの１つとしてありますが、この事業はどういったものになりますで

しょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 糖尿病性腎症が進行し、腎不全に陥りますと人工透析を要する状態にな

ります。かかりつけ医と連携しまして、生活習慣病である糖尿病の重症化予防に取り組むため、

通院患者のうち、重症化リスクの高い方に対し、本人の希望と主治医の判断で対象者を選定し

まして、保健指導を行い、人工透析等への移行を防ぐ目的の事業でございます。糖尿病性腎症

重症化予防プログラムに沿い、６か月間、専門の研修を受けた保健師や看護師などから指導を

受け、個人の生活習慣を改善していくものとなります。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） ６か月間指導というのが改善に向けた動きというのがございました。こち

ら、かかりつけ医と相談して、本人の希望を受けながらというのがありましたが、もし人数な

ど分かれば、何人ぐらいがこちらに指導を受けたというのが分かりましたら、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 事業は令和元年度から国保の保健事業として開始しております。令和元

年度、２年度につきましては８人、昨年令和３年度につきましては７人でございます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） どうですか、８人、７人の方がされまして、改善に向かっているというの

を実感することがありますでしょうか。この活動をして、この事業して良かったというふうに

つながることができていますでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 令和３年度、昨年でございます。令和元年、２年に８人ずつと、先ほど

申しましたが、１６人の方をフォローアップとして訪問させていただいております。１６人の

方いずれの方につきましても、人工透析に移行することもなく、保健指導を受けた良い時の状

態を維持できておりました。そういうことを考えますと、重症化予防にはつながっているもの

と考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 悪化ではなく維持につながったというふうに今答弁がありましたので、維

持できているというふうに実感します。すみません、確認なんですが、１６人とおっしゃいま

した。８人と７人じゃなく、８人と８人でよろしいですか。
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○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 令和元年、令和２年が８人ずつの１６人のフォローアップをさせていた

だいて、令和３年度の対象者が７人、以上です。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 確認をしました。本当に糖尿病というのは恐ろしい病気と言われています。

次の質問にもありますように、糖尿病と歯周病の合併症の一つと言われています。この保健課

の主要施策にもありますように、歯科保健事業が健康寿命延伸に向けた取組内容にもあります。

先ほど少し答弁の中にも、２つ目の元気づくり推進事業の効果の中でもありました口腔事業に

ついての話もありましたが、この歯科保健事業が健康寿命延伸に向けた取組、どのような取組

がありますでしょうか、いま一度伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 糖尿病と歯周病は、双方が悪影響を及ぼす強い因果関係があります。歯

科保健事業は、健康寿命の延伸を目的に妊産婦、乳幼児から高齢者の方まで全年代の方を対象

に幅広く取り組んでおります。例えば妊産婦、乳幼児、成人期の歯科健診事業、歯科保健指導

は、歯科保健センターの歯科衛生士が、保育施設、子育て世代包括支援センター、学校施設、

介護保険施設と連携し、各施設に出向き歯科指導を行っております。令和３年度からは、新た

に介護保険の訪問型サービス事業を開始しております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） この歯科保健事業というのは様々な形で行っているというふうに答弁があ

りました。一つのことに決めていないというのが本当に私も良いと思ってまして、子どもたち

に対しては、健診のときに、歯科衛生士の方がいらっしゃって歯磨き指導してくださったり、

そして、その歯ブラシがプレゼントよという形でいただいたりとか、あと支援センターなどに

も行きながら、体重測定プラス歯科指導もしてもらえるというふうに妊産婦には歯の健康チェ

ック、それから子どもたちには、成人の方には、高齢の方にはという形で、それぞれ対応によ

って変えているということは本当にすばらしいことだと思います。この歯科保健事業に対して

も、今後も様々な、今、本当にお口の健康が言われている状況ですので、しっかりと取組を行

ってもらいたいと思います。続いての質問です。健康検査、集団健診、人間ドック検診、医療

機関健診を国民健康保険加入者全体の何割が受けていますでしょうか。また、旧町ごとの割合

について伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 国保加入者の健康診査受診率は、令和２年度は３８．６％、令和３年度

は３７．３％の見込みです。令和２年度の旧町ごとの割合は、芸北地域５５．２％、大朝地域

３８．５％、千代田地域３７．７％、豊平地域２９．５％となります。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 非常に低いかなと思うんですが、これはコロナ禍も関係しているというふ

うに理解してよろしいですか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 令和２年度につきましては、コロナの影響を受けているものと考えてお

ります。

○議長（湊俊文） 山形議員。
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○６番（山形しのぶ） 令和２年度に関してはというのがございました。令和３年度も非常に、令

和２年度よりも低い数字になっているんですよね。これは、どうですか、課長もいろいろ検証

されていると思いますが、芸北地区が５５％、一番低いと言われております豊平地域が２９．

５％と大きく差があります。こちらについて、保健課で何か検証されているものがあれば伺い

ます。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 芸北地域の受診率が高い、これはどの年度に対しましても芸北地域は受

診率は高くなっております。その要因としましては、雄鹿原診療所の東條先生のほうがこれま

でもこつこつと特定健診の重要性等をずっと言っていただいていた結果であろうかと考えてお

ります。大朝地域、千代田地域が大体受診率が一緒ぐらいで、その次に豊平地域といった状況

は、どの年度も同じような状況でございます。芸北地域が高いんですが、男性よりも女性、若

い方よりも高齢の方の受診が高くなっております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 検証については良さのみで、低いところはどうしていっているかというの

は、全く答弁になかったかと思うんですが、それは今後について、答弁できそうでしたら、お

願いします。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 豊平地域が一番受診率が低いといったところで、昨年から豊平診療所と

連携しまして、坂本所長のほうからも特定健診の受診の勧奨をしていただいておりますし、明

和会の理事長のほうからも、そういったことを取り組むと言っていただいておりますので、そ

ういったところからこつこつと進めていきたいと考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 担当していただいて、また、信頼している先生から受診の促しがあれば本

当に皆さん一歩進むと思いますので、そういった形で、今後もまずは検査を受けるという方が

増えてきたらいいなと思っています。次の質問に進みます。この健康検査の受診対象年齢は分

かりにくいのではないかという声をちょっといただきました。保健課のほうで出している「北

広島町の健診」というのは、実は本当に細かく、ここまで細かく書いてもらえるんだというぐ

らい詳しく詳しく書いてあるんですが、なかなか年齢が上がっていかれると分かりにくいとい

うふうに感じることもあるようです。私がすぐにこの健診内容について理解できるかなと思い

ましたら、私もちょっと２点、あらこれはどうなんだろうと思うことがありました。例えば申

込書が２枚あるんですよ。２枚入っていまして、２枚あるということは、２枚出さなくてはい

けないのだろうか。１枚でいいのだろうか。間違えたものようなのか、何で２枚あるんだろう

というのをまず一つのクエスチョンが浮かびまして、そしてもう一つは、医療機関、集団健診

の申込みプラス医療機関に申込みと人間ドック検診とあります。集団健診は町に申し込めばオ

ーケーで、医療機関、人間ドック検診を申し込んだ後にご自身で医療機関に予約というふうに

プリントには書いてあるんですが、この最初のところで、もうプリントに全部の電話番号が書

いてあるので、先に電話で予約を取って町に申し込まなくちゃいけないのかな、どうなのかな

というふうに迷うことがゼロではなかったです。なので、そう考えると、少し分かりにくいか

なというふうに思ったんですが、どうでしょう、分かりやすく確認してもらうために、何か工

夫をしているというものがあれば答弁ください。
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○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） この健康診査の書類につきましては、毎年３月に次年度の案内と、申込

み書類を国保、後期高齢者医療保険の加入者がおられる世帯へ郵送させていただいております。

先ほど議員おっしゃいましたように、詳しく詳しくガイドブックには書いてあるということで

ございましたが、いずれにしましても、誰にも分かりやすく伝わることが必要と考えておりま

すので、次年度以降、見やすく、より分かりやすいものにしていくためにガイドブックの構成

等研究してまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 本当に詳しく書いてあって、料金も全て書いてありますし、この日にはこ

れができるというのが書いてありますし、さらに、ちょっと余ったところによりますと、ドリ

ンク、お酒の飲み過ぎに気をつけましょうということで、この目安についても書いてあったり

と、本当に詳しくは書いてあるんです。ですが、私も健診に行くんですが、今、北広島町がや

っているＡＩで健診に行ってもらいたい、また、行ったほうが良いという方を選んで、電話を

かけて、ちょっと健診どうですかというのを聞いてくれることができます。このＡＩで選ばれ

た人に保健師の方が電話をしてくださるんですが、その時には、もう電話のやりとりで、じゃ

ここでもう受診というふうにさせてもらいますね、書類送りますよというふうにやっていただ

いて大変助かりました。そういった、ちょっと健診迷うなということがありましたら、電話で

も相談をしながら健診の受診を決めるということもできますでしょうか。保健課伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 集団健診におきましては、その電話で可能です。医療機関健診につきま

しては、大体何月頃行かれるかということを確認しまして、それをその月を取らせていただき

まして、医療機関のほうに申し込んでいただくといったようなことをやっておりますので、集

団健診でありましたら、その場で取ることが可能です。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今答弁いただきましたように、もう分かりにくい場合、そして分からない

場合は、ちょっと保健課のほうに電話をしてもオーケーというふうには確認をさせてもらいま

した。次の質問、９、１０とつなげてまいります。特定健診についてです。この特定健診を国

民健康保険加入者の全体の何割が受けていますでしょうか。また、旧町ごとの割合、そして、

この受診率向上に向けて保健課が行っていることについて答弁願います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 特定健診は令和２年度４２．８％、令和３年度は４０．９％の見込みと

なっております。令和２年度の旧町ごとの割合は、芸北地域５９．８％、大朝地域４２．３％、

千代田地域４２．１％、豊平地域３２．６％となります。特定健診受診率向上に向けて、保健

課が取り組んでいることでございますが、平日の日程のほかに土曜日の健診日やレディースデ

ーを設けております。特定健診と併せてがん検診も受診できる体制を整えております。また、

人工知能ＡＩを活用した特定健診受診率向上事業として、過去３年間の受診状況を分析し、健

診未経験者や不定期受診者に受診勧奨を行っております。そして、従来どおりの保健師による

電話での受診勧奨も継続しております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 向上に向けて様々な工夫がされていることが分かりました。このレディー
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スデー、せっかくなので課長、おっしゃったらよかったのに、託児もありますよね。託児ない

ですか、レディースデーは託児があります、託児を希望される方は連絡くださいというのもあ

りましたが、ありますでしょうか。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 託児のほうも準備させていただいております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） せっかくいい制度ですので、ぜひ、こういったところで伝えていただけた

らと思います。令和４年の７月の６日水曜日の集団健診においては、女性限定の健診が実施さ

れまして、対象は女性のみです。託児を希望される方はお電話を、事前に連絡をくだされば、

レディースデーとして託児ありの状況でもできるというのが、保健課のお知らせにもありまし

た。本当に様々なものが盛り込まれている冊子になっています。日本人ががんや心疾患や脳血

管疾患の３大死因で亡くなる確率というのが男性は約５０％、女性は約４４％とあります。こ

の病気の予防といたしまして、検査を希望することができるオプションというものは、どうい

ったものがありますでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） がん、心疾患、脳血管疾患は、いずれも生活習慣病に含まれます。基本

的には、生活習慣病の早期発見、早期予防を目的とした特定健診を受けていただくことが３大

疾病予防としての検査になります。さらにオプションで、胃がん、肺がん、大腸がん、前立腺

がん、子宮がん、乳がんの検診につきましては、それぞれ希望される方は受診していただくこ

とができます。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 希望する人はできますというのがございました。対象が本当に年齢が肺が

ん、胃がん、大腸がん、乳がんは４０歳以上の女性、子宮頸がんは、２０歳以上の女性という

ふうに年齢もあります。これ以前伺いましたら、最近乳がんといたしまして、若い世代の方が

乳がんになるというのがよくありました。なぜ３０代、心配だと思う方もいらっしゃると思う

ので、３０代で乳がん検診ができないですかというふうに伺いましたら、非常に乳腺が発達し

ている状況で分かりにくい部分もあるということが答弁の中にも以前あったかと思います。続

いての質問にまいります。この乳がんのマンモグラフィの検査、この検査の感度は、私は調べ

るまでは、ほぼ分かるものだと思っていたんです。でも実は、これは８０％しかないと言われ

ています。この今オプションの中で、追加でマンモグラフィの乳がんの検査プラスエコー検査

を入れたいという希望があった場合、そういった場合は可能でしょうか。また、できるできな

いの理由もお願いします。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 国が定めた指針に基づき、市町村が行う乳がん検診は、問診及びマンモ

グラフィ検査、乳房Ｘ線検査でございます。エコー検査をご希望の場合は、検査機関によりま

しては可能な場合がありますが、全額自己負担となります。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） これですね、実際の方から伺いました。ここでも伝えてもいいというふう

に了承をいただいておりますのでお伝えをしますが、このマンモグラフィの検査では再検査と

いう診断になりました。そのまま再検査やりましたら、再検査の後は、大丈夫ということがあ
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りまして、そのまま１か月間、どうしてもしこりが気になるんだけど、そのままにしておいた

そうです。ですが、いつもは気にしないけども、１か月後やっぱり気になるということで、さ

らに違う所に行きましてエコー検査を入れましたら、乳がんが分かったということがございま

した。その方がもし行かなかったら、もうエコー検査をしなかったらどうなっていたんだろう

というふうに考えると、とても恐ろしいという話をされていたんですが、この方は、そうでは

なくて、なのでエコー検査を入れて、町民の方に少しでも私みたいな思いをしてもらいたくな

いから、このエコー検査をオプションに入れるということができないだろうかということを保

健課にも話に行かれたそうです。その時には、同じように、国が定めた指針によりましてとい

う説明があったそうです。それは国が定めた指針です。もう多くの方の命を救いたいと思って

いるのであれば、こういったエコー検査をプラスオプションで町として考える考えはないでし

ょうか、いま一度伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 先ほど申しましたが、エコー検査、実施できる医療機関が数少ないとい

うこともございます。そういったことから、現在であれば、例えば乳がん、子宮頸がん検診実

施医療機関とガイドブックに載せさせていただいておりますが、エコー検査ができる医療機関

は、そのうち５つしかございません。そうしたことにつきまして、今後エコー検査、町として

実施できるかどうかというところも含めて考えてまいります。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 考えてまいりますという答弁がありましたので、先に進んでいくというふ

うに私は理解をします。次の質問にありますように、全国の健康保険協会が定める検診内容の

ほかには、今エコー検査を入れてもらいたいという町ならではのオプションというのを伝えま

したが、この北広島町ならではの年代によって推進している検査項目やオプションについて答

弁ください。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 北広島町では、若い世代から健康づくりの取組を進めるため、２０歳か

ら３９歳の町民の皆様は、加入保険にかかわらず、集団健診において、基本健診の申込みを受

け付けております。がん、心疾患、脳血管疾患などの生活習慣病は、健康寿命に大きく影響を

及ぼすものです。若い世代からの生活習慣を自ら意識し、病気を予防していただくために取り

組んでおります。また、子宮がん検診、乳がん検診につきましては、全国健康保険協会では２

年に１回の受診となっておりますが、本町では、若い世代からのがん予防の取組として、毎年

受診可能としております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 町ならでは取り組んでいる内容もあると思いますので、本当に必要なもの

がどうなのか。実際に自分がつらい状況でありながらも助けてもらいたい、もう今後、自分の

ような思いをしてもらいたくないという方の本当に一つの声を大事にしてもらいながら、今後

について考えてもらいたいと思います。第２次北広島町長期総合計画改訂版に保健課として、

健康寿命延伸に向けて、保健師や栄養士のスキルアップを図っていくというふうにあります。

私も健康診断に行くようになったのが、よく知っている保健師の方が、行ったほうがいいよと

いうふうに話をしてくれたことが、じゃあ行ってみようかなという一歩につながったんです。

身近な方、そして、よく知ってくださっている方が少し声をかけてもらうだけで健診に進む人
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も増えてくるのではないかと思っています。今、スキルアップとして、どのような取組を行っ

ていますでしょうか、伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 多様化・複雑化した健康課題の解決のために、保健師や栄養士などの専

門職の高度な役割を求められていると認識しております。保健師や栄養士のスキルアップにつ

きましては、広島県や関係団体の主催する研修会に積極的に参加し、能力向上に努めてまいり

ます。研修会等で知り得た知識や技術を日々の業務に生かすこと、また、町民の皆様に寄り添

った保健活動を行うことを基本として、今後もさらに努めてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 研修に行かれるということは、横のつながりもできると思うんです。他市

町との連携も取りやすくなりますし、他市町とのやりとりも、取組についても伺う回数も増え

てくるのではないかと思います。そういった他市町との連携や関わりなどは行っておりますで

しょうか、保健師、栄養士の方について。伺います。

○議長（湊俊文） 保健課長。

○保健課長（迫井一深） 芸北地対協というものがございます。そういった中でも一緒に課題に取

り組んでいったりする中で、横のつながりはできながら、必要に応じて連携は取れているもの

と感じております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 保健師や栄養士の方って、本当お仕事ではありながら、本当に親身になっ

て接してもらえることが心の支えにもなると思いますので、今の取組をより町民の皆さんにつ

なげていってもらいたいと思います。最後になります。町長の施策方針にも、健康づくり、元

気づくりの推進では、コロナ対策を中心に、町民の生活を守り、健康寿命延伸に向けた元気づ

くりを推進するというふうにあります。いま一度、町長の取組に対しての考えを伺います。

○議長（湊俊文） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 令和２年に入り、国内で初めて新型コロナウイルス感染症の患者が確認され

て以降、２年以上も感染の波が繰り返され、町民の皆様の生活にも大きな影響を与えておりま

す。新型コロナウイルス感染症は、自分が感染するかもしれない、あるいは、誰かを感染させ

るかもしれない恐怖、密を避けるための行動の制限、また、いつまで続くか先の見えない不安

など、私たちの日常生活や健康に多大な影響を与えております。このような危機的な状況だか

らこそ、町民の皆様方におかれましては、基本的な健康づくりを改めて見直し、食事や運動、

休憩、睡眠など毎日の生活習慣を整え、健診の受診、必要な治療を受ける、家族や友人など大

切な人との関係を保つことなど、当たり前の生活を続けることを意識していただきたいと思っ

ております。行政といたしましても、元気づくり推進事業、健康診断、介護予防事業、予防接

種事業、感染症対策、また、スポーツや運動習慣をつけていただくことなど、町民の皆様の健

康づくりのために引き続き努めてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 山形議員。

○６番（山形しのぶ） 今町長からもありました、当たり前の生活を続けることって、簡単なよう

で難しいことがたくさんあります。その中でも一番大事なのは、やはり健康であることだと思

うんです。元気があれば何でもできるではないですが、健康だからこそやってみようと思いま

すし、健康だからこそ、今後ももっと頑張っていきたいというふうに前向きな気持ちにもなる
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ことができます。コロナ禍でありながら、本当にコロナのことばかり気になってしまいますが、

最初にもお伝えをしましたように、全ての病気が少なくなっているわけではありません。そう

なってくると、少し、今気持ちがコロナのほうにいってる中でも、健診をして自分の体を守っ

ていく環境というのを整えていくということが大事です。それを町としても、応援しているよ、

しっかり支えているよという形が今後の健診向上にもつながると思いますので、保健課、そし

てほかの課もたくさん関わっていることがあると思います。皆さんの命を守りたいという気持

ちで今後について考えてもらいたいと切に願いまして、私の質問を結びといたします。

○議長（湊俊文） これで山形議員の質問を終わります。

ここで暫時休憩をとります。１４時までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 １時 ４９分 休 憩

午後 ２時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。８番、梅尾議員の発言を許します。

○８番（梅尾泰文） ８番、梅尾泰文であります。さきに通告しております、１級河川にある可動

堰は誰の所有か、というタイトルで質問をいたします。３月議会の一般質問で、これからもお

米づくりはできるのか、というタイトルで、冠川、江の川、志路原川の可動堰の現状と今後の

農業やふるさとの町の景観や維持について、受益者の意見を代表させてもらって一般質問した

わけであります。今回は、各井堰の受益者戸数や受益面積、現地面積も事前に提出されている

ので状況がよく分かるわけであります。皆さんのお手元のほうにも、図面がカラーで届いてい

ると思いますけども、北広島町都市計画用途地域内ゴム堰の位置図ということで、非常に分か

りやすい。ただ、３つの図面しかありませんけれども、水の流れが非常によく分かって、他の

水利も利用できているよということまで詳しく書かれているということで、非常に感心をして

おります。次回の時にも、またこのような図面を他の井堰についていただきたいというふうに

思いますが、先に、このいただいた図面、あるいは１７の堰の中で、まだ足りないよ、調査は

したけども、数字が入ってないよというところがあれば、先に訂正等があれば、お聞きしたい

と思います。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 建設課からお答えいたします。お手元に配付しております北広島町内の

ゴム堰一覧表、３番目の平田井堰の受益面積ですけども、申し訳ありません、１２１．３０を

１２．１３に訂正をお願いいたします。それから１６番の松原堰でございますけども、申し訳

ございません。まだ報告をいただいておりませんので、１４ｈａについては、昭和４２年の慣

行水利権の届け出があったときの数字でございます。今後も調査を続けてまいりたいと思って

おります。３月の定例議会で判明しておりませんでした全国のゴム堰の箇所数でございますけ

ども、全国で３８８６か所、広島県内で１５４か所という数字でございます。以上でございま
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す。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 私のほうもそれなりに調査をしているわけでありまして、建設課長のほうで

調査された分の受益面積の合計の数字が約１６４ｈａ、この１７の堰であるのかなと。それか

ら松原堰のところがまだ戸数が分からないということですが、私のほうでは、１０戸というふ

うに思っております。トータルで４３４戸かなというふうに思います。これを基にして質問を

進めますし、このたびだけで終わるというものでも私の場合ないと思っております。続けて質

問を進めますけども、３月に行った一般質問のやりとりを「梅のたより」という私の議会報告

の機関紙で掲載をして、千代田地域の町民にほとんど配布しているわけでありますけども、そ

の後、多くの反響や不安が届けられました。それで、千代田地域を中心に１８の可動堰、有田

地区にあります鋼板の、ゴム堰ではない鋼板のも含めて１８の可動堰の受益者団体に呼びかけ

をしまして、それは４月の２０日でありますけども、コロナ禍という状況もありますから、１

８団体をお呼びしたということで、たくさんの人に来てもらいたいのはやまやまでございまし

たが、状況が状況なので、１つの井堰から２名以内でお願いしますというふうに言いましたと

ころ、全ての堰から、１８の堰から来ていただいて、いろいろな情報交換をしたわけでありま

す。 その中で、どの団体からも、井堰は広島県が設置したのに、設置盤に施主広島県と書

かれてあるわけでありますから、その井堰は誰のものかということがまず第一の、第一声とい

いますか、どこの堰の人たちも口を合わせたように言われるわけであります。そこで、３月の

議会の答弁の中で、回答は、ゴム堰の施工は河川改修等による補償工事として、河川管理者で

ある広島県が施工しておりますが、施工完成後に受益者である各水利組合に引き渡されており、

設置者は水利組合であると建設課長は答弁をされましたが、それには確たる根拠があるわけで

ありましょうから、それは何によって、そのように答弁されたのか、まずお聞きします。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 建設課から答弁させていただきます。もともとの井堰は慣行水利権、農

業用水利を利用するために古くから設置されている。その設置する経緯は、農業用水利を利用

するために特定の受益者の方が利用されているわけですから、その井堰の設置者である方々と

冠川、志路原川、江の川の河川改修時に広島県が補償工事を発注する際に移設協議をしており

ます。工事終了後、引継書により所有者の方へ可動堰を引き渡されておりますのが根拠でござ

います。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 言われることは分かりますが、そのものは、実際に引継書というのは何とい

う書面で、いつの時期にそれをされて、私が今書いているのは協定書、あるいは契約書、ある

いは覚書というふうに書いておりますが、何によって引継ぎがされたということで成立をした

というふうに言い切れるのかをお示し願いたいと思います。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 先ほども申しましたように、引継引受書で、井堰の代表者の方、広島県、

その当時芸北地域事務所であれば芸北地域事務所長、加計土木事務所であれば加計土木事務所

所長、安芸太田支所であれば安芸太田支所長と、あとは北広島町長であったり、千代田町長で

あったりしてますけども、三者で契約書というか、引継引受書を押印されております。それが

根拠でございます。
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○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） それは何というタイトルの書類ですか。それと第何条の何という文言によっ

て、引き渡しされたということになるわけですか。そこをお示しください。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 第何条の何項ということは書いてございません。可動堰一式、可動制御

室及びポンプその他もろもろの施設一式を書いてあるものとして引継ぎされております。もと

もと申しますように、堰自体は、河川内の工作物であります。その堰はどなたのためのもので、

何のために設置されてあるのかというのは明白でありますから、社会通念上、条文がないから

といって、所有者の方というか、占有者の方が井堰の水利組合の方でないということにはなら

ないと思います。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） １８の堰の方たちに集まっていただいて、一様に、その堰は誰のものである

かということがまず第一番に出されて、その根拠たるは、何かの書き物がなければ、その話は

前に進まんでしょうという話であります。まず、その条文を見て、はっきり３月の議会では、

そのように言われたわけですから、何をもってということは明らかにしてもらわにゃいけない。

先ほど、管理棟というのか、あるいは操作室というのか知りませんけども、空気を膨らませる

という建物がありますが、そこには確かに土地の登記がされておって、その場所も明確になっ

ておりますが、井堰については何も、今言われた、確たるものがないわけです。つくった施主

は広島県ですよ。それを引き継ぎますというても引継書が明確なものがないじゃないですか。

そこをもう一度詳しくお伝えください。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 各補償工事を行いました井堰の代表者の方の署名、先ほど申しました、

広島県の各その当時の施工を行いました発注者の事務所長、それから当時の千代田町長もしく

は北広島町長、三者の協議の押印をもって、引継引受書が三者にもってありますので、それ以

上のことはないと思います。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） それは井堰の川の中にあるものではなくて、それを膨らませたりするコンプ

レッサーを中に入れている建物であったり、その土地であったり、あるいは、それを設置する

について、土地家屋調査士の費用であったり、登記料であったりというのは、書面の中に表示

されておりますけれども、可動堰については何ら、ここがその文章の言いたいところですよと

いうのはないわけですが、そこのところをなかなか抜き切らにゃ前に進まれないんですが、現

在、今の１８の井堰の代表者の方に集まっていただいた時に、ある可動堰が設置されている所

の方がお話をされたのに、地域の話合いの中で、固定堰を設置してほしいという希望出されま

したが可動堰になってしまいました。広島県の制定している河川改修マニュアルによるものだ

というふうに思わざるを得んのだけども、事実はどうでしょうかという質問がありましたが、

それにはどう答えられますか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 広島県の河川改修マニュアル、３月議会でもご答弁させていただいたよ

うに、河川改修マニュアルに沿って、防災上の観点、経済性の観点、操作性の観点から、ご了

承いただいて、移設協議が整った後、補償工事を行った。そういうことでございます。
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○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 私もその事実については、はっきり言い切ることができないかもしれません

が、１８の井堰の中の参加された方が、長老の方から聞かれたことを私らのほうに伝えていた

だいたんだと思いますけども、いずれにしても、可動堰のほうに関わっていかざるを得なかっ

たということでありました。もう一つ、１７のゴム堰と１つの鋼板堰でありますけれども、そ

れもやはり広島県が関わってきたんだろうかなと思いますけども、１８の井堰全ては広島県が

広島県の費用で建築したものであるかどうかお尋ねします。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 河川改修工事に伴う補償工事でありますので、費用は補償内容として広

島県が負担されております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） もう一度もとに戻りますけども、協定書なり契約書なり覚書なり三者で結ん

だものもあるかもしれません。二者の場合もあるかもしれませんという言い方でありましたが、

何というタイトルの書類なんですか、それは。言いたい書類は。そこだけははっきり。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 何回も申しておりますとおり、引継引受書というタイトルでございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） もう一度お願いします。ゆっくり。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 引継引受書でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） これは、１８の井堰でもいいんかもしれませんけども、全てに引継引受書と

いうのはあるんですね。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 補償工事で行った場合、協議書、引継引受書、それから補償金の内容を

示した金額を示したもの、３つの書類があるはずでございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） それぞれの代表の方に来ていただいて、いろいろな書類も見せていただいて、

貯金通帳も見せていただいてというふうなこともしてきましたけども、私はまだ引継引受書た

るものを見てないんですけども、確かに、それは全ての井堰にあるんですね。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） あるはずでございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 損益の関係の補償契約書というのは何ぼか見ましたけれども、あるんですね、

建設課には。私が見てないだけなんですね。今の話でいけば。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 時間の関係上、全てを確認しておるわけではございませんが、江の川、

それから冠川に関しては確認しております。その経緯をもって、補償工事として移設協議をさ

れているわけですから、何らかの形で、その他の工事に関しても引渡書であるとか、仮設道に

ついてもそういったことをされておりますので、ないはずはございません。しかしながら、も
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しなかったとしても、堰について、かなりの年数において、井堰の受益者の方々が、特定の受

益者の方々が農業用水利を得るために、その堰を使用されている。他の方は使用できないわけ

でございますから、それをもってしても、協議書がないからといって、我々の所有物ではない

というふうなご意見にはならないと思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 私が見させていただいている契約書には、電気代もかかるし、いろいろな経

費もかかるから、その経費部分について、あるいは建物の、先ほども言いましたように、ある

経費も含めてというのは存じております。そこから先は、今、引継引受書というのがあるとい

うことですから、またこれは建設課長にそのものを見せていただいて、先ほど志路原川につい

ては触れておられませんでしたけども、江の川と冠川にはあるという言い方だったんで、志路

原川はどうなのかなということもお聞きしたいというのと、もともと井堰、ゴム風船でありま

すけども、そのものは一般的に動産ですか、不動産ですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 動産か不動産かというご質問でございますけども、明治２９年法律第８

９号の民法の第８６条に、不動産及び動産の条文があります。土地及びその定着物は不動産と

するというのが第１項です。そのことによれば、土地の定着物である可動堰は不動産であると

言えると思います。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 不動産であるというふうに解釈できるということであれば、不動産登記、所

有権がついていなくてはならないのではないですか。特に行政が関わっているのに所有権がな

いものがそこに存在をする。それは慣行水利権がということ、いくら言われたにしても誰のも

のなのか、施主は広島県であります。そのものが出来上がって維持管理、空気が抜けたら空気

を膨らますよという、そういう維持管理のほうの作業は、地元の水利の方にお任せをされたと

いうのは分かりますが、そこから先、そのものの井堰、不動産に所有権がないわけですから、

仮に水利の方たちが権利があるというふうに言われるとするならば、保険に入ろうか思っても、

誰のものか分からんのに保険にも入られん、保険会社にも私も問合せをしましたが、それは無

理ですよ、入ることはできませんよという答えでありますから、そこを明確にしてもらわえな

いと次に進まれんわけであります。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的に所有権を登記される場合は、第三者に対抗するために不動産登

記をされる場合がほとんどでございます。不動産登記法の第２条の第１項では、土地または建

物が不動産と定義されておりますので、可動堰そのものは登記対象不動産ではありませんが、

ゴム堰には、可動堰操作室という建物があります。民法の第８７条第１項では、物の所有者が

そのものの常用に供するため、自己の所有に属する他のものをこれに附属させたときは、その

附属させたものを従物とするというものがあり、また、同条の第２項では、従物は、主物の処

分に従うと定められております。可動堰操作室を主物とし、可動堰を従物とみなせば不動産登

記は可能ではないかと解釈できますが、基本的に、先ほどから申しましたように、慣行水利権

を行使するために、その堰を利用されている方が果たして第三者として、どなたに対抗される

のか、そういったことがない限り、所有権登記をされる必要もないはずですので、どなたと対

抗されるのか、逆にお聞きしたいと思います。
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○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 不動産だというふうに言われるのであれば、第三者に対抗でき得る、誰にも

侵害されない権利をそこにつけなければ誰のものか分からんわけであります。売ることもでき

ん、譲渡することも売却することもできないというものでありますし、その必要はないだろう

というふうな言われ方がされますが、自動車を乗る時に、車検証には使用者であるとか所有者

であるとかというのを明確にされております。それによって、保険に入ったりすることができ

ますが、そのどちらもなかったら自動車に乗ることもできないわけでありますが、そういうふ

うな一定のルールがありますし、家を家主さんと店子さんが借ります貸しますというような関

係もやはり第三者に対抗し得る何か登記なり、契約書なりがないと誰のものか、何に基づいて、

家賃を払うんかということだって明確にならんわけですよ。それが長い歴史の中で、もう使っ

てもらってるんだし、維持管理をしよってんじゃけ、お宅たちのほうで、それが耐用年数が過

ぎて穴が開いたりすれば、自分たちで、その修繕費も含めて何とかせにゃいけんでしょうとい

うふうにずうっと言われてきたような気がしますが、１億円もするような、それこそ半永久的

な施設であるならまだしも、必ず更新をしなくてはならない施設のものを、今まで使ってあっ

たものがたまたま固定堰から可動堰になったんだから、それは当然、お宅らの責任でやってく

ださいというふうに言われるのが３月の議会でありましたが、１億円もするようなものを９戸

か１０戸の受益者が何で負担できますか。そういうふうな社会的なあってはならないようなこ

とを行政が関わって、あえてまたそのことを分かり切ってるじゃないかというふうな言い方で

はないにしても、言われるというのは、私は、今日この放送が流れよるとすれば、かなりの皆

さんが、梅尾さんは、いつ一般質問するんやというふうな何人かからも聞きましたから、本当

に考えてみてくれ、あれだけのお金がわしらに払えると思ってるんや、県にしても町にしても

という世界ですよ。人間じゃないじゃないかと、考えてみんさいやというような話であります

が、ここまで一気に言いましたけども、社会的に見て、この町で、例えば農業しようか言うて

続けよう思っても、今の状況じゃ、ここにおられる誰だって、１世帯で１０００万円払いなさ

い言うたら、百姓続けられますか。考えてみてください。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 基本的に議員おっしゃられるとおりであると思うところもございますけ

ども、基本的に行政である以上、また農業用施設の施設維持、修繕、改修については、受益者

の負担が原則でございます。現実的にどのようにしていくかということについては、５月の千

代田地域の行政区長会でも出席者の方から、ゴム堰のことについて、ご要望、ご質問がござい

ました。その時において、現実的に将来世代にわたって、人口減少や高齢化による受益面積、

受益者の変動を見据えて、地域の未来の営農体系をどのようにしていかれるか受益者の皆さん

方で考えていただき、負担が可能な方法を探っていかねばいけないのではないかという提議を

させていただいております。現実的に少数の戸数で多大な費用を負担するというのは現実的で

はない。そうであるならば、受益者を増やす、もしくは受益面積を増やす、強いて言えば、整

理統合していただいて、上流堰へ統合するなり、または、地域の地形やその他もろもろいろん

な水利等の状況もございますけども、農地が減少するならば必要な水量というのも限られてく

るわけでございますから、河川からあえて取水するべきものなのか、そうでないものなのか、

これは固定堰もそうでございますけども、各堰については同様な課題であると認識しておりま

す。様々な地域、今も現在、その堰の方々にできるだけ受益地であるとか、各水路の位置とか
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流れとかというのを状況を提出していただいて、様々な角度から検討は重ねていかなければい

けないことだと思っております。以上でございます。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） これから先、それぞれの井堰の状況を見ながら、できるだけの行政からのア

ドバイスやいろいろなできる施策を考えてみようというふうに、今提案、逆に提案されたんだ

ろうというふうに思うわけでありますが、３月の時にも私言ったかも分かりませんけども、有

田の巧屋井手では、ゴム引きの布製がパンクをして、パンクをしているというときはここだけ

ではないんですね、もう既に３つぐらいはパンクをして、膨らませて、また自然に自然に空気

が抜けてということの繰り返しで、この春の水を取水するときに、どんな状況なのかなという

ことで、非常に危機感を持っておられたわけでありますし、巧屋井手については、２０年から

３０年の耐用年数ですが、４０年たつわけですが、よう持っとってですねというふうに、その

専門の丸島産業は言われたそうでありますけども、どちらにしても、先ほどから言っておりま

すように、磨耗が進んで、必ずその井堰は更新をしていかなくてはならないというものであり

ます。それが更新をしなくてもいいものであるのならこういうことは起こらんわけであります

が、それが現実的に更新をする。その時期がいつかは来る。そのときに１億かかろうが何ぼか

かろうがという部分について、それ全部が全部を受益者に負担をしてくださいということでは

ないというふうにはニュアンス的には伝わってきますけれども、それにしても、そのものを維

持管理の部分についてはいいわけですが、どうもはっきりと引継引受書というのを私も見てい

ませんから、本当にあるのかどうなのかというのは、これが終わった後に課長に見せてもらお

うというふうには思いますが、今の状況が、これから先、その井堰井堰で努力をして、どの道

を選ぶのがいいのかということもあるだろうと思います。全く受益者負担がゼロよということ

を私も言うわけではないんですが、これまでの経過をそれぞれの井堰の人たちが十分に、課長

が言うように思いを引き受けて関わってきていたのかといったら、そういうことが見て取れん

から、私はあえて聞きよるわけです。一つ二つの所が、それはそうは言うても、わしらのほう

で負担せにゃいけんのよと言うてきとってのは役場と直接関わったり、県の職員さんと話をし

た結果のやりとりの中で、そうは言うても、うちらのほうも何ぼか見にゃいけんのでというよ

うなことを理解をして、これまで直してきたということがあるんだろうと思います。これから

先もそこのところは、うまく引き継がれとらんその井堰のグループが悪いんだということには

私はならんのだろうと思いますが、そこのところはいかがお考えですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） いろんな経緯、それから引継ぎ等があると思いますけども、そもそも慣

行水利権、水の権利として利用し、収益を、赤字黒字は別にしても、収益を上げていらっしゃ

る。それがまた、特定の受益者の方に限定されているという施設でございますので、受益者の

方の所有物であろうがなかろうが、使用されている方々の受益者の方々の負担は原理原則とし

てあります。ただし、それは適用できる補助事業によって、町の分担金徴収条例では２割には

なっておりますけども、９割が国、県、町の補助で、１割という土地改良施設の維持管理適正

化事業というのもありますけども、これ、事業採択における要件というのは、今回詳細は省か

せていただきますが、適用できるところと適用できないところがあると思っております。それ

から中四国農政局のほうから、もう一つ、農業用水路の長寿命化、防災減災事業という２つの

事業併せて該当するのではなかろうかということで、今、調査研究を進めております。併せて、
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先ほども申したように、それぞれの水路の受益者の方々の受益地の減少によっては必要な水量

がまた変わってきておりますし、そういったことも併せて、様々な観点から、いろんな状況を

考えて、皆様方にご理解いただけるような事業で改修できればと思っております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 先ほどの答弁の回答の中で、どのような取水施設であっても受益者の負担は

要るんですよということがありました。その中の一つには、例えば堤等もそれに入るんだろう

と思いますが、堤等については、私は所有権がついとる思うんです。今の河川の中にある井堰

には所有権、使用権、登記がないんですよ。それと一緒にしてもらっちゃ困るがなと、私は思

いますが。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 梅尾議員のおっしゃられている堤については、確かに、国土調査によっ

て、池湖沼とかいう名称で、土地の名称、地目名というのは登記されているということはござ

いますが、堤そのものについて、所有権登記がされているというのは聞いておりません。もし

あれば、お教えいただきたい。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） そこのところは、しっかり私も研究をしていくということでおりますけども、

今、私が思っているのは、１９全部で可動堰はあると思ってるんですが、その１つは、今、可

動されていない蔵迫地区のが１つ加わって１９になるというふうに思ってるんですが、それは、

それなりの理由があって、上がったまま、もう下ろさないというものみたいでありますけども、

いずれにしても、どこかの井堰とどこかの井堰をくっつけてみたり、あるいは、そこの水のこ

ぼれ水をこっちに乗せてみたりということで、今１９ある井堰を幾らか、また形を変えていく

ということも一つの考え方ではあろうと思いますし、あるいは農業用水を入れる必要がなくな

るような地域にするということも、ひょっとすれば考えられるのかもしれないと。それにつけ

ても、当面１６４ｈａある田んぼをゼロにするというわけでもありませんし、できるわけもあ

りませんから、当面、そこそこの井堰の一つ一つの努力ではなくて、これから先、２つを１つ

にする、あるいは、先ほど言いましたこぼれ水を何とか使えるというふうなことも含めて、考

えながら、大型のポンプを町のほうで購入をして貸し出すというふうなことを考えることはで

きんですか。お聞きをします。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 今初めてご提案していただいた案件でございますので、検討させてくだ

さい。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 今初めて提案してもらったと言うても、私は事前に通告している文の中に、

はっきり文章で書いてあるんですよ。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） すみません、水中ポンプ、仮設の水中ポンプの設置を求めたいというふ

うに書いてありましたので、町が購入して設置を考えてくれと言われたのは、今初めてだと思

っております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） どうも、私が言うのが非常に過激なのか、それとも受け取る側が意固地なの
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か、よく分かりませんが、県やら町と協議をしてという書き方をしておるわけですから、その

ようなことにはなりませんか。それは今後考えていこうということで協議してもらえばいいん

ですが、また、今度は９月ですから、９月には、この質問を続けさせてもらおうというふうに

は思うわけでありますが、そういうことで建設課長いいですか。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 先ほどから申しておりますように、その必要な箇所の受益地面積によっ

て、必要な水量がある程度想定されますので、必要である箇所についての受益面積等、ある程

度の条件を提示していただかないと、どれだけのポンプの大きさが要るのかとか、そのために、

その仮設協議で、県のほうとも協議しなくてはいけませんし、ご支援することはもう当然でご

ざいますので、そういったところで、ある程度の諸条件は、やっぱり地域の方々の皆様から、

私どもも調査してまいりますけども、申し訳ありませんが、ご協力していただかなければでき

ないところも、検討もできないところがございますので、よろしくお願いいたします。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 了解しました。個々にわたっての条件をそろえながら、頼みたいということ

も含めて協議をしたいというふうに思います。今度１１番目でありますけども、有田の鋼製ゲ

ート、これは設置をされて４８年が経過をしていますけども、これも多分町のほうにも、今の

状況じゃ困るんだということ、あるいは、県のほうにもその話はいってるというふうに思いま

すが、今の段階で、これはどのような方向になっていきそうなのか、お聞きをしてみたいと思

います。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） 有田の鋼製ゲート、４８年が経過して、もう動かなくなって、固定堰の

ように堰を上げられているという状況は把握しております。そのような状況になった時に、相

談をされて、多額の費用が要るということで、現状のままでというふうに地元の方がご理解し

ていただいているということは聞いておりますけども、議員おっしゃられるとおり、可動堰で

ありますので、可動堰でないといけないとは思っております。ただし、今日のご質問の中でも

あったように、下流との統合とか整理とか、そういったことも併せて検討させていただきたい

ので、施設管理者の方々とか下流区域の受益者の方々と協議する場を設けさせていただいて、

今後の方向性については、いろいろ協議させていただきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 時間がもうほとんどありませんから、町長のほうに聞く前に、もう一度確認

だけしておきますが、引継引受書というものは、この議会が終わって後にその書面を見せても

らうことができますね。

○議長（湊俊文） 建設課長。

○建設課長（竹下秀樹） はい、確認させていただいているものについては、そうです。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） 了解をしました。私が仮に間違った考え方というか、聞き取りをしていたと

いうことであれば、９月の議会のやりとりの仕方というのも当然変わってくるわけであります。

いずれにしても、この町には、千代田地域をはじめ非常にゴム堰が多いと。一つのはやり、ブ

ームだったのかなというぐらい、災害復旧するのに、この工法がいいという部分もあったのか

もしれませんけども、他の地域に比べても、今日初めて出していただいた、全国で３８８６か
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所もあるのよという、そこまであるとは思ってもいませんでしたが、どちらにしても、この全

てが将来的には更新をせにゃならん、その物であります。５０年も、１００年も１５０年も持

つものではないというのははっきりしているわけでありますから、そのことになった時に、ど

この状況も大変だろうというふうに思うわけであります。そこで、繰り返し繰り返し発言をし

ておりますが、この辺で町長に今の状況、３月の議会でも同じことを言うたような気がします

から、非常に大変な状況であるというのは間違いないという受け止めはしてもらっていると思

いますが、本当にこの金額は、少なくなった受益者が負担できる金額だというふうには思えな

いわけですが、町長、全体的な思いとして、どうお考えになりますか。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） この可動堰、ゴム堰については、大きな課題だというふうに認識をしており

ます。防災減災の面から考えますと、やはり固定堰でなく可動堰でないと、なかなか難しいだ

ろうというふうに思っています。そうは言いましても、先ほども担当課長のほうからありまし

たように、先般５月に開催した行政区長会、千代田地域会場においても、いろいろな要望なり

意見等出していただきました。今、国や県とも協議を進めているところではありますけども、

今後の営農形態や次世代へ引き継ぐ農業用施設については、現在のそれぞれの可動堰をそのま

ま修繕して使っていくということは困難であるというふうに思っております。先ほども少し出

ましたけども、流域ごとに一番上流部にある堰にまとめることはできないかとか、防災減災の

観点から、優位な補助事業等がないかとか、いろいろ幅広く検討していきたいというふうに思

っています。できるだけ理想とするような、防災減災にもつながるし、水利権も、今までどお

りの水利権ということにはならないと思いますけども、見直しも必要だろうと思います。農家

の方も減ってる場合も結構あると思いますし、そういったところも含めて、どれだけの面積本

当に必要なのかというようなところも加味しながら、どうあるべきかというものを案を作るべ

きだというふうに思っています。そうしたものを土台にしてもらいながら、できるだけ早く方

向性を出していきたいと思いますし、関係者の皆さんとも協議をさせていただいて、最終的な

案を作っていけたらというふうに思っているところであります。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） １９の堰の中でもいろいろと急がにゃいけん分の堰もありますし、いやいや、

うちらのは割とゴムの厚みもあるし、そんなに、今の急なことではないが、将来的には、どう

いう状況になるのかというのは分かったというようなこともあります。そこそこの急がにゃな

らん所から、行政といろいろと知恵を借りながら、地理的なもの、あるいは水の流れを全体的

に見て研究しながら、できることをしていくということで、町長のほうから返してもらったん

だろうというふうに思いますから、そういう状況で、今後協議会をつくるかも分かりませんし、

いろいろな陳情とか違う動きをするということもあるかもしれませんが、そこら辺の知恵も含

めて、またしっかりと協議していきたいというふうに思って、これで今回の質問。

○議長（湊俊文） 町長。

○町長（箕野博司） この事業については、町が全てやっていくということにはならないと思いま

す。受益者の方だけでも難しいと思ってますし、いろいろ協議をしながら進めていかなければ

ならないと思ってますので、その辺はご協力のほどもよろしくお願いしたいと思っております。

○議長（湊俊文） 梅尾議員。

○８番（梅尾泰文） そのように私も思っていますし、事を荒立てようということではなくて、基
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本のところがまず知りたかったということで、先ほどの書類は見させていただいて再検討する

ということにしたいというふうに思います。終わります。

○議長（湊俊文） これで梅尾議員の質問を終わります。

ここで暫時休憩をとります。１５時までとします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ２時 ５１分 休 憩

午後 ３時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（湊俊文） 再開します。１０番、服部議員の発言を許します。

○１０番（服部泰征） １０番、服部泰征です。さきに通告しております２つの項目についてお伺

いします。まず、１点目です。北広島町におけるＤＸ戦略の進捗は、についてです。デジタル

化に向けた取組として、令和２年１２月に策定された自治体ＤＸ推進計画により、自治体にお

けるＤＸ推進体制の構築や重点取組事項などが示されました。また、令和３年２月には、デジ

タル改革関連法案が国会に提出され、同年５月に成立しました。その後もデジタル社会の実現

に向けた重点計画の閣議決定や自治体ＤＸ推進手順書などが策定され、６月７日には、デジタ

ル田園都市国家構想基本方針案が閣議決定されました。ここ北広島町においては、世界最先端

デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画や、デジタル・ガバメント実行計画の閣

議決定、経済財政運営と改革の基本方針２０２０でのデジタル促進などを受け、令和３年４月

に北広島町行政サービスＤＸ戦略を策定、同年５月に北広島町デジタル町民ファースト宣言を

公表し、全ての町民が豊かに暮らすことを目標に据え、８つの挑戦を掲げられています。

さて、デジタル化においては、最近ＤＸという言葉をよく聞きます。ＡＩやＩＣＴ、クラウド

など、デジタルに関する様々な言葉がありますので、整理のためにも、まず、このＤＸという

ものについて説明いただきたいと思います。そこで質問します。北広島町にとって、ＤＸとは

どういうことを意味するのか、分かりやすく説明をいただきたい。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ＤＸ、デジタル・トランスフォーメーションとは、一般的にはＩＣＴ、

すなわち情報通信技術の浸透が人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させるという概

念を意味しています。北広島町では、ウイズコロナ時代における様々な変化を変革の契機と捉

え、多様化する地域の課題や町民の皆様の困り事にデジタル技術などを積極的に活用すること

により、新たな行政サービスや業務のさらなる効率化を図り、町民の皆さんの暮らしを便利で

豊かにすることを目指して取り組んでおります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今ご説明いただいたように、効率化、更なるサービスを目指すためにデジ

タル技術を浸透させることで生活をよりよいものにする。また、既存の価値観や枠組みを覆す

ような革新的なイノベーションを起こすともされています。それでは、先ほど触れた北広島町
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行政サービスＤＸ戦略に話を戻します。なお、この戦略については、期間を令和５年３月、来

年の３月までとし、国や社会の動向により随時見直すとしています。期間まであと９か月あり

ますが、１年経過した現在の進捗状況や今後の取組等について確認します。それでは、個別取

組に従って質問します。重点課題１、押印、書面、対面業務の見直しについてです。目指す姿

として、町民の申請手続の簡素化や非対面でのサービスを促進するとなっており、押印の見直

しや電子決済システムの導入によるペーパレス化や文書保管等を掲げられています。そこで質

問します。取り扱う書類のうち、押印廃止はどのぐらい進んだのでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 現在、町から国や県、関係機関へ申請する書類や窓口で町民の方が証明

書などを取得される際の申請書類においては押印廃止が進んでいます。今後も引き続き、廃止

可能な事務などの抽出や検討、関連例規の改正など行っていく必要があると考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 進んでいるものもあれば、今後変えていくこともあるということで、まだ

できていない書類、押印の廃止ができていない書類で、主なものというのはどういったのがあ

るでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 町が補助金を支出する際の補助金交付申請書であったりとかいうものに

ついては、まだ押印を求めているものが多く存在しております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それも最終的には、廃止目指していくという考えでいいですか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 廃止が可能かどうかも含めまして、整備を図ってまいりたいと考えてお

ります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それとペーパレスの効果も上げられています。ペーパレスの効果として、

どのぐらいの枚数及び費用の削減ができたのでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 令和３年度に電子決済システムの導入は行いましたけども、昨年８月の

大水害の対応や新型コロナ対策事業等々業務の煩雑、混乱を招くおそれが心配されたことから、

現在まで本格運用には至っておりません。本年度中に関係例規の改正や職員等への研修を行い

まして、本格運用へ向けて取り組んでまいりたいと考えております。ペーパーの削減効果につ

きましては、計画段階で、年間約１８万６９００枚の削減効果を見込んでおりました。加えて

業務の効率化や見直しを図ることによりまして、限られた人材を真に住民との対話や協働が必

要な業務へ注力していくことを目指してまいります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） ただ、目標は変えることなく取り組んでいくと。費用の削減と質問に書い

てるんですが、このあたりは数字は出てるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） １８万６９００枚というものは、あくまでも想定上の数字ですので、こ

れが前後することはあろうかと思いますけども、費用としては、約４３万円程度の用紙代の節
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約につながるものと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 分かりました。では、次の質問に移ります。重点課題２、手続のオンライ

ン化による窓口での待ち時間短縮、混雑緩和についてです。目指す姿として、オンライン化に

より２４時間３６５日止まらないサービスの実現へ向け挑戦するとなっており、マイナンバー

カードの活用によるワンストップサービスの実現や電子申請システムなどの導入による２４時

間３６５日のオンライン申請を掲げられています。そこで質問します。マイナンバーカードの

普及率は。またマイナンバーカードの使用により、どのようなサービスの向上ができているん

でしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） マイナンバーカードの普及率は、令和４年４月末現在で３９．７％です。

サービスの向上については、転出時にマイナンバーカードを持って手続されれば、転出証明書

の発行を省略できます。転入時はマイナンバーカードを持参すれば転入手続きができます。ま

た、医療保険証とひもづけることで保険証としても利用ができます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、現在オンライン申請が可能になっているものは何でしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 現在、児童手当現況届や妊娠届など、先ほど議員ご指摘のとおり、マイ

ナポータルを利用した子育てワンストップサービスによりまして、対応が可能となっておりま

す。また、昨年度以降、新型コロナワクチン接種の予約につきまして、ＳＮＳ連携によりオン

ラインで受付を行いましたけども、多くの町民の方々にご活用いただき、大変便利になったと

のご意見をいただいておるところでございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） そうですね、オンラインでの申請、大変助かる面も多いと思います。では、

さらなる普及やオンライン申請に向けての今後の課題や取組といったのは、どのようなことが

挙げられるでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 先ほどもございましたように、まだ、４割にも満たないマイナンバーカ

ードの取得率でございますので、これをさらに引き上げる必要があると思っております。それ

からシステム的なことにつきましては、乗り遅れないように構築を進めてまいりたいと考えて

おります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 以前、コンビニでの書類発行といったら、機械の設置に費用とかかかると

いうことなんですが、最近では、ＬＩＮＥ等での書類申請もできるようになっているというふ

うに聞いてます。そのあたりは対応していくのか、今しているんであれば、これからどのよう

に広げていくのか。そのあたりをお伺いします。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） いろんな届けとか申請書類なんかが、まだホームページ上でＰＤＦであ

ったり、ワードとかエクセルの状態での利活用にとどまっているものもありますので、そうい

ったことから、さらに発展的にオンライン申請できるものは取り組んでまいりたいというふう
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に考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） オンラインではやっていくということで、機器の設置は難しいと考えてい

いですか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 例えば税の証明書であったり、住民届、戸籍の関係のコンビニ交付等が

よく取り上げられますけども、やはり利用の数、圧倒的な利用者の数が相当数ないと費用対効

果が出てこないといったところがございます。それから、それらを利用される方は、都市圏に

住まわれておる、もともとの町出身の方が利便を最大限に効果が発揮できるということでござ

いまして、そもそもコンビニの数も限られている中山間地である本町にとりましては、なかな

か一気に取り組んでいくということは、ちょっとハードルが高いものと捉えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 費用対効果で考えると厳しいということで、ＬＩＮＥとか、そういったア

プリケーションで対応できるものにどんどん進めていただけたらと思います。次に移ります。

重要課題３、キャッシュレス決済の導入についてです。目指す姿として、手数料や利用料の支

払いがキャッシュレスでできる環境をつくるとなっており、窓口精算時のキャッシュレス環境

の構築を掲げられています。そこで質問します。現在のキャッシュレス決済の利用率は。また、

どのような場面でキャッシュレス決済を行っているんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 町独自での利用率などについてのデータはございませんけども、全国で

の利用率は約２９．７％（２０２０年経済産業省調べ）と報告されております。本町でのキャ

ッシュレスサービスの普及促進に際しましては、コロナ禍による飲食業や町内小売業などの支

援、町内消費の拡大を喫緊の課題として取り組み、これまで２回の地域活性化キャンペーンに

取り組んでまいりました。キャンペーン中は、多くの町民の方々に町内対象店舗でご利用いた

だき、コロナ禍における地域活性化、町内消費の拡大や経済対策へつなげることができたと考

えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） ある程度効果があったということで、それではキャッシュレス決済で使用

可能な決済サービスというのは何があるでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 現在の行政サービスにおきましては、町税の納付、それから水道料金の

支払いなどでキャッシュレス決済をご利用いただいております。引き続き、公共施設や他の公

共サービスなどの利用料などへの導入も考えてまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 引き続き、その導入拡大を目指すということで、今答弁の中にもありまし

たが、さらなる普及に向けて、また課題とか、今後もっとこういうこと取り組むよと、今重な

ったこともあると思うんですけど、それ以外で、もしあれば、課題とかあればお伺いします。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 様々課題はあると思います。導入に係る初期費用でございましたり、決

済手数料の関係もございましょう。それから歳入になりますので、ＱＲコードで決済をして、
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それらがどこの歳入の科目に納められるかというところもそれぞれ歳入にも色がついておりま

すので、そこら辺の仕分けのそういったシステム的なところもあるように伺っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） まだまだ課題は多いですが、さらなる取組も進めていくという認識でいい

ですか。それでは次の質問に移ります。重要課題４、アプリケーションツールを活用した行政

サービスの提供についてです。目指す姿として、アプリケーションツールによるタイムリーな

情報発信や手続ができる仕組みを構築するとなっており、チャットボットとの連携によるアプ

リケーション上での問合せや相談、行政情報発信アプリによる情報配信等を掲げられています。

そこで質問します。現在、チャットボットはどのような場面で使用されているんでしょうか。

また、その使用によりどのような効果があったのでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 本町では、令和４年３月から町公式ホームページ及び公式ＬＩＮＥにチ

ャットボット機能を導入しております。この機能は、町民の皆さんや利用者からの問合せ、質

問に対しまして、ＡＩが最適な回答へと導くものでございます。導入効果としましては、休日、

夜間など閉庁時の対応が可能な点、役場への電話による問合せ等の件数の削減を図ることを目

的としております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） その一応計画した効果は表れると認識でいいですか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ＡＩチャットボットですけども、毎日のようにご利用いただいておりま

して、夜間もまあまあの履歴があるんですけども、日中、お昼前ぐらい一番訪問数は多いと思

っております。まだまだ、ＡＩに質問するというか、回答する幅を広げていけるようにしたい

と思っております。今ですとコロナのことの相談でございますとか、観光のことでございます

とか、事業者支援のことでございますとか、そういったところの質問、相談とかが多いように

見受けられます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 分かりました。それではＬＩＮＥなどの情報発信アプリの登録者数はどの

ぐらいでしょうか。また、それによる効果もお知らせください。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ５月末現在で、町の公式ＬＩＮＥが４２５０人、行政情報配信アプリが

２６３５人の方にご登録をいただいております。ＳＮＳでの情報配信は、災害情報や行政情報

を屋外や移動中であってもプッシュ型でタイムリーに送信、収受できるという大きなメリット

がございます。また、スポーツやイベント、観光などの北広島町の旬な情報を町内外問わず多

くの方に文字情報だけでなく、映像や画像を添えてお伝えしていくことができることが魅力だ

と考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） ちょっとこれは難しいかもしれませんが、どのぐらい加入者を目指してい

くのか、また、それに向けたさらなる普及に向けての課題、また、今後の取組についてお伺い

します。

○議長（湊俊文） 総務課長。
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○総務課長（川手秀則） 当初の目的、令和３年度末の目標は、２つ合わせて６０００人というこ

とを掲げておりましたので、それは若干クリアをしておるんですけども、さらなる上積みをし

ていきたいんですけども、専門家による検証では、この人口規模のこの中山間地にあっては、

ほぼほぼもう頭打ちに近いんじゃないかというようなことも指摘を受けておりますので、それ

を打破すべく、もう少し努力を重ねてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 目標はいってるということなんですが、やはり便利なので、できる限り進

めていっていただいて、情報難民が出ないようにしていただけたらと思います。次の課題にい

きます。重点課題５、ＲＰＡ、ＡＩの実証及び導入についてです。目指す姿として、デジタル

技術の活用により行政業務の無駄を削るとなっており、ＲＰＡ導入やＡＩ議事録作成、庁内向

けＦＡＱ用ＡＩチャットボットの導入等を掲げられています。そこで質問します。ＲＰＡ、こ

れはＰＣ上で行う業務をロボットで自動化することと定義されていますが、これで行う具体的

な業務内容はどのようなものがあるでしょうか。また、ＲＰＡの導入は、当初の計画に比べて

どのぐらい進んでいるでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 現在のところはＲＰＡの導入には至っておらず、それぞれのおのおのの

システムによって業務を進めているところでございます。ＲＰＡで行う作業については、規則

的なデータを用いたデータ処理業務が中心になってくるものと想定をしております。全国的に

多くの先行導入事例などございますけども、本町での事務量や導入コスト、その効果や必要性

に見合ったものになるかどうか、十分に検討行って導入を進めてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今お答えいただきましたが、ＲＰＡが計画に比べて進んでいない、これは

どういった理由から進んでないんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） そのＲＰＡに委ねるといいますか、ＲＰＡで中心的に業務処理ができる

業務の抽出がまだ具体的に進んでいないというところでございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） ＲＰＡは導入すると結構時間を削減できるというふうに伺ってるんで、結

構チームをつくって頑張っていかないと、来年の３月が一応期限となってるんですけど、間に

合わないんじゃないかなと思うんですけど、そのあたりはどうお考えでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 関係する課とも連携する必要がございますので、総務課ＤＸチームだけ

では、なかなか実現困難と考えておりますので、いろんな課と連携をして進めてまいりたいと

考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 業務改善のためにも頑張って進めていただきたいと思います。ＡＩによる

議事録作成やＦＡＱ用ＡＩチャットボットの導入及び運用の進捗はどのようになっているでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ＡＩ議事録作成ツールにつきましては、今年度試験的に導入を進めてお
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りまして、対面での会議録作成はもちろん、オンライン会議などでも文字起こしについて試験

運用を行っております。ＡＩチャットボットについては、先ほども答弁しましたとおり、現在

は、町民の皆さんや利用者の方からの問合せの対応をメインとして運用しておりますけども、

将来的には、庁舎内で行政サービスを提供する際の業務のマニュアルとしての利活用も視野に

入れてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それらは、次のことが重要なことにつながると思うんですけど、これらＲ

ＰＡやＡＩの導入により、どのぐらいの職員の業務内容の改善や時間外の削減につながったん

でしょうか。ただし、今回コロナとかがあったので、その対応での時間外対応は除いてもらっ

て構わないです。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 現状ではＲＰＡの導入も、先ほど申し上げましたように、至っておりま

せん。新規ソリューションの導入や大規模なシステム改修など行っておりませんので、業務改

善効果の測定や人件費の削減などの効果検証まではできていない状況でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今はできてないということなんですが、これ、やはりやっていかないとい

けないことなので、そのあたりは、いつぐらいというのは難しいかもしれないんですけど、き

ちんと目標決めて取り組んでいくということを伺いたいんですが、そのあたりはどうお考えで

しょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） いろんな新しい機器とかシステムとかを導入しても、すぐに、じゃああ

くる日から効果が出るかというところは、なかなか慣れのところもございますので、ある程度

中長期的に見ていかないとというふうには思っておりますけども、だんだん職員数も限られて

おりますので、一人にかかる負担というのは、どうしても増してきておる状況がございますの

で、いきなり時間外の削減に直結するかというところは、なかなか一概には言えないところが

ありますので、そこら辺も、どこをゴールにして目指すのかというところも含めて慎重に検討

してまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） いろいろな将来問題があるでしょうけど、今、働き方改革ということで、

個人の生活も大事にしようという流れですので、これは、ただしっかり取り組んで、やはり時

間外業務とか、そういった削減を目指していくという認識で受けてていいんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 議員ご指摘のとおり、働き方改革ということで、仕事と家庭、地域との

調和を図っていくことというのは大事ですし、何よりも健康を第一に考えていかなければいけ

ませんので、こういったＲＰＡとかＡＩの導入に限らず、職員の時間外の削減というのは、も

う数値目標を持って、これとは別に随時取り組んでおりますので、そこは曲げないようにして

いきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） しっかりと取組を進めていただけたらと思います。次に移ります。重点課

題６、リモートワークやオンライン会議の促進についてです。目指す姿として、新たな生活様



- 61 -

式に対応した働き方に役場が率先して取り組むとなっており、オンライン会議環境の充実や在

宅勤務制度の構築、職員の出勤率削減や産休・育休・病休などへのフォローアップを掲げられ

ています。そこで質問します。オンライン会議や在宅勤務の状況はどうなっているでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ここ最近では、対面形式での会議も徐々に復活傾向にございますけども、

コロナ禍をきっかけとしたオンラインでの会議、セミナー等がすっかり定着をしております。

職員の在宅勤務につきましては、基礎自治体としての業務内容でありましたり、情報セキュリ

ティーの関係、勤怠管理などの観点から、全ての職員を対象に進めていくということは困難で

ありますが、コロナ禍において登庁が困難となった職員について、これまで実施してきており

ます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 実施しているということで、一応この用紙には、到達目標として、職員の

出勤率の削減というのは掲げられています。この目標は達成できたんでしょうか。また、この

目標、これからも、もうちょっとパーセント上げて継続されるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 出勤率の削減については、コロナ禍を背景に業務の内容にもよるんです

けども、５割、あるいは３割の削減を職場ごとに目標掲げ、可能な限り取り組んでまいりまし

た。けども、達成状況については、そもそもの現況であります新型コロナ対応、それから昨年

の８月豪雨災害の業務などの多忙のためにほとんどの職場で達成できていない状況だと考えて

おります。リモートワーク場所といたしまして、支所などの会議室を有効活用して、分散勤務

に取り組んでおりまして、いつ押し寄せるか分からない第７波、第８波に備えるために、これ

からも可能な限り活用してまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 目標の達成は難しかったということなんですが、これからも達成に向けて

取り組まれるということで、また分散勤務もされるということで、これからも継続していくと

いうことです。それでは、各種の休暇を取った場合のフォローアップの体制は整ったんでしょ

うか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 職員が新型コロナに感染した場合でありましたり、濃厚接触者となった

場合、また、ワクチン接種による副反応が生じた場合など、職員の職務上の取扱いや体制につ

きましては、国や県などからの通知を踏まえて、適切に周知、運用を図ってきたところです。

フォローアップが必要な場合につきましては、その体制について、所属と人事担当部署におき

まして、緊密に連携を取りながら最適な方策を見いだせるように努めております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それを目指して取り組まれるということで、コロナ禍が落ちついても、こ

ういった状況はオンラインとか、そういったのは広がっていくと思うので、それに向けて、

日々研究とか、そういうのを重ねて取り組まれると、こちらも考えてていいですか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） コロナ禍の収束が見通せない中、新たな生活様式ということで、生活も

ですし、働き方についても、必ずしも職場に出勤して働くだけが働き方ではないというような
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考え方も浸透してきておりますので、ただ、先ほども申し上げましたように、基礎自治体とし

てのどうしても出勤しないと業務ができない、例えば基幹系システムであれば、その端末を操

作するしかやりようがないということで、それを家庭内に持ち込むということはもう絶対でき

ませんので、そういったところは、どうしても対応が不向きなところもございますので、でき

るところから取り組んでまいりたいというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） できるできないはあるでしょうから、できるところからということで、理

解しておきます。次にいきます。重要課題７です。デジタル普及員制度の構築についてです。

目指す姿として、町民が等しくデジタルサービスを享受できるようサポートを行うとなってお

り、デジタル普及員の配置や外部デジタル人材の活用、人事評価項目への適用を掲げられてい

ます。そこで質問します。目標としていた人員の配置やデジタル人材の活用はできたんでしょ

うか。また、それにより町民、住民の方にどのような利点があったんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） デジタル普及員というところまでは、ちょっとたどりついてないんです

けれども、まちづくりセンター及び各地域づくりセンターの職員がデジタル支援員といたしま

して、高齢者などへのスマホの使い方などを支援する窓口体制を整えております。これは、ス

マホの操作やデジタル情報の取得が困難な町民の皆さんが気軽に問合せや相談をすることがで

きる身近な環境を整備していくことを目的として取り組んでおります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） スマホの使い方、非常にいいと思います。これ普及員というのは、まだと

いうことなんですが、やはりこれは今後も継続して配置を目指していくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 普及員というふうに呼べるほどのスキルを今の支援員が身につけていけ

れるようにサポートもしてまいりたいと思いますし、なかなか支援員から普及員になるまでの

スキルアップがそれぞれ力量もあると思いますので、そこら辺を見極めながら取り組んでまい

りたいというふうに思ってます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、この人事評価項目への適用とは、どのようなことを指すんでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ＤＸ推進に向けましては、組織として、全ての職員が共通の認識を持っ

て、自分事として捉えて取り組んでいくことが重要でありますので、自らが従事しております

業務や行政サービスにおいて、デジタル技術を導入したら、どういった改善が図れるかと、さ

らなるサービス向上の可能性はないのかというようなところを自分事として検討してもらうた

めに人事評価項目の中に共通項目として盛り込んでいきたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） これ評価というのは、誰がどのように行うとかがもう決まってますか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 所属の職員については所属長、それから所属長につきましては副町長と

いったようなこと、この人事評価の考査を行う者は決められております。
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○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） そういった共通認識でデジタル化を進めていくためにどうすればいいか、

考える人を評価していくということで認識しておきます。次です。重要課題８、ＦＴＴＨを活

用した新たなサービスの創造についてです。目指す姿として、ＦＴＴＨ、光ケーブルネットワ

ークをベースとして、新たなデジタルサービスを展開するとなっており、ＧＩＧＡスクールに

よるタブレット端末の整備やワークショップの開催、オンライン学習交流の充実などを掲げら

れています。そこで質問します。ＧＩＧＡスクールの実施状況は。また、利用者や保護者、教

員からの評価はどのようなものがあるでしょうか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 本町で整備をしましたＧＩＧＡスクール端末の実施状況でございま

すが、事業におけるグループ学習や調べ学習、ドリル学習、各種のアンケート、コロナによる

出席停止児童宅とのオンライン授業、全校長会のオンライン開催など、各小中学校とも積極的

に活用しています。児童生徒の評価として、楽しい、分かりやすい、自分のペースでできるな

ど、興味と意欲を持ち、高学年ほど自然に使いこなしている状況が見られます。保護者の方に

も活用状況を参観日で見ていただいたり、ホームページで公開することや、出席停止中におけ

る家庭での活用などの中で、好意的な受け止めをしていただいております。教職員からの評価

も、学習ソフトが有効、学びの記録が残り、個別指導ができる。ノートや教材を簡単にデジタ

ル化することができ、学習の効率化を図ることができる。１人１台端末で落ち着いて取り組め

るなど、積極的に活用する中で効果を実感されています。ＧＩＧＡスクール２年目を迎え、順

調な運用が図られているという評価をしておりますが、児童生徒、また教職員間で活用のスキ

ルに多少の個人差が見られることもあります。教職員にはＩＣＴ活用の充実を図る研修や指導

主事による訪問指導を通してスキルの向上に努め、児童生徒に対して、引き続き丁寧な指導に

より、ＩＣＴ能力の向上、主体的な学びの育成に取り組んでまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 課題も聞こうと思いましたが、今そういった課題も上げられたので、では

次の質問にいきます。暮らしＤＸ実現へ向けたワークショップの開催も掲げられていますが、

これはできたんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 暮らしＤＸ実現へ向けた調査研究や検討につきましては、行政だけでは

なく、ＩＴ関連企業や大学などの研究機関などの連携や助言により進めていくことが効果的で

あることから、近年進めております包括連携協定等に基づき、庁内通信環境の構築やスマート

農業、ヘルスケアなどの分野について現在調査研究を進めておるところでございます。時期を

捉えまして、身近な課題解決へ向けてのワークショップなど開催できればよいと考えておりま

す。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 学び塾との連携とありますが、具体的にはどのようなことを行っているん

でしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） デジタルデバイド対策、いわゆるデジタル技術の活用が苦手な方への対

応といたしまして、学び塾との連携も視野には入れておりますけども、現在は、総務省からの
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要請によりまして、携帯ショップ等が高齢者などを対象にした教室を町内で頻繁に開催してお

り、多くの町民の方に参加をしていただいておる状況でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、そういった民間の力を活用するということで、今後、ＦＴＴＨ

も活用したさらなるサービスとして、どのようなことが期待できるでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 北広島町ＦＴＴＨ化事業による光超高速通信網の整備によりまして、町

内の各ご家庭での通信環境が格段に向上することはもちろんですけども、令和４年度において

も、通信環境の整備を行った光通信網を基盤といたしまして、公共施設や避難所へのフリーＷ

ｉ－Ｆｉスポットの再構築でありましたり、スマート農業、自動潅水装置などへの実証実験な

どに取り組んでまいります。また、医療や福祉、子育て、交通、教育、観光など、あらゆる分

野で通信網の活用策について調査研究を進めてまいりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 様々な医療含めて、分野で協力してやっていくということを期待していま

す。近年、政府は、業務の効率化、共有化やシステム導入の費用削減に向け、自治体の基幹シ

ステムのプラットホーム統一を示されています。そこで質問します。北広島町では、業務基幹

システムの統一化へ向けてどのように対応していくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 現在、北広島町は、ガバメントクラウドへの移行に向けまして、県内６

市町で共同利用しております広島県自治体クラウドに参加しておりますけども、現在、この組

織内において検討を始めておられます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 広島県内でされているということで、これは基本、最終的には、全国のそ

ういった基準に見合うんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 国では、令和７年度末までに全ての自治体においてガバメントクラウド

を運用していくということを掲げておりますけども、若干、タイムスケジュールには疑問符が

つくところではあるんですけども、今、北広島町が加入をしております広島県自治体クラウド、

ほかな５市町と共同運用しておりますけども、そこで、ガバメントクラウドに適したシステム

構築を検討を進めておられるということでございまして、それがすなわちガバメントクラウド

に移行して、より無駄のないものになっていくんだろうというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それでは、デジタル田園都市国家構想基本方針案が提出され、デジタル田

園都市に向けて取組が進んでいくことが予想されます。そこで質問します。デジタル田園都市

に向けて、どのような準備や取組をしていくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 内閣府やデジタル庁が進めておりますデジタル田園都市国家構想のコン

セプトは、地方が抱える課題をデジタルの実装を通じて解決し、地域の特性を生かした地方活

性化を推進することにより、全ての人がメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現していく

ことでありまして、さきに答弁を行ってまいりました本町のＤＸ推進、行政サービスＤＸ戦略
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やデジタル町民ファースト宣言と目指す姿は一緒であろうというふうに考えております。先ほ

ども申し上げましたけども、北広島町におきましても、令和４年度は、国のデジタル田園都市

国家構想推進交付金を活用いたしまして、町内通信環境のさらなる向上を図り、都市との格差

是正や地方の活性化、豊かさが実感できる持続可能な社会の実現へと向けて取り組んでまいり

たいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 分かりました。デジタル化とは、それ自体が目標ではなく、よりよいサー

ビスを提供していくための手段です。先ほど職員の業務改善や時間外削減などについて伺いま

したが、デジタル化に伴って住民サービスや窓口対応がよりよくならないと意味がありません。

そこで質問します。業務改善等により、窓口対応や電話対応に割く時間、それから地域へ出向

く機会が増えるなど、サービス向上につながっているんでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 多様化する住民ニーズや高度化・専門化する業務に対しまして、限られ

た人材で対応していくためにデジタル化は大変有効ではありますが、実感できるほどに現在サ

ービス向上につながっているかどうかは、はかりかねるところでございます。議員ご質問のと

おり、戦略に掲げている行政サービスのデジタル化、ＡＩの導入やＲＰＡの導入などによりま

して、業務の効率化や経費削減、省力化により窓口対応の充実でありましたり、住民との対話

の機会の増大を図り、将来的には協働のまちづくり推進や行政サービスの向上へとつなげてま

いりたいと考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 引き続き、そこに向かって取り組んでいただきたいと思います。では、こ

のデジタル化を進めていく中で、役場を利用する利用者の方から上がっている声はあるでしょ

うか。また、それに対する対応は、どのようにされているでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） ことさら特定のサービスについてご意見を頂戴しているわけではござい

ませんけども、先ほど申し上げましたように、新型コロナワクチン接種予約のように、ＳＮＳ

連携で、割と簡単に予約ができたというようなことで、利用者の利便性向上に直結する取組に

ついては、多くの方々に便利になったねというふうにご意見をいただいております。このよう

に、これからも身近に便利さを実感してもらえるようなサービスから取り組んでまいりたいと

考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 先日、議員有志と執行部の関係者で、議会用タブレットの視察を行いまし

た。導入に向けた本格的な議論はこれからですが、世界がデジタル化を積極的に進めている中、

議会も率先して取り組まなければならない事項といえます。そこで質問します。進めていくに

は予算の確保が必要です。また、内容は行政側が作成するため、執行部の体制というのが重要

となりますが、どのように取り組まれるでしょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 議会タブレット導入は、ＤＸはもとより、国を挙げて脱炭素を目指すべ

きこれからの時代の要請でもあるというふうに考えております。とは言いましても、導入がお

互いにとって業務改善や負担の軽減につながり、かつ、費用対効果の見込める事業にならなけ
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ればならないというふうに考えております。タブレット導入、真に必要なソリューションや機

能を見極めながら、限られた予算の中でも整備効果の高い事業内容となりますように、議員の

皆様、議会事務局、財政部局、情報電算の部局等とも連携をして取り組んでまいりたいと考え

ております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 導入に向けて、こちらも準備をすれば、積極的な姿勢で導入に取り組んで

いくと、こちらは受け取ってもいいでしょうか。また、来年度ぐらいの気持ちでおられるのか

どうか、そのあたりお伺いします。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） この場で、私がそれを明言することはなかなか重たいところはございま

すけども、そういったところを目指していきたいと、努力はしていきたいというふうに考えて

おります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） もちろんこちらも協力しますので、一緒に取り組んで、効率化を目指して

いきたいと思います。日進月歩で技術というのは進化していきます。地方自治体が最先端につ

いていくことは簡単ではありませんが、町民生活の福祉や利便性向上、そして行政サービスの

さらなる充実に向けて、しっかりと進めていきたいと思います。次の質問に移ります。公共料

金の値上げはあるのかです。新型コロナウイルス感染症からの経済回復に伴う需要の増加、ア

メリカとの金利の差による円安、ロシアによるウクライア侵攻など、様々な要因により、原材

料や燃料などの資源が高騰しています。もちろん政府としても原油への補助金増やサプライチ

ェーンの見直しなど、様々な対策を施していますが、なかなか有効な手だてがないのが現状で

はないでしょうか。大企業の一部では賃金が上昇しているところもありますが、多くの中小企

業や年金生活者は所得が増えず、生活は苦しくなっています。また、各自治体においても厳し

い財政状況になっていると思われます。なお、原材料や燃料費高騰への影響は広範囲に及びま

すので、全てを質問するのは難しいです。ですので、今回は主に公共料金や行政が負担する料

金についてお伺いします。それでは質問します。新電力の会社が相次いで倒産して、次の契約

ができず、問題になっています。北広島町の公共施設における電気契約の内容はどうなってい

るでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 電力の自由化によりまして、電力会社を自由に選択できるようにな

りましたが、本町の公共施設におけます電気につきましては、契約内容についてを交渉した結

果、引き続き中国電力株式会社と契約を締結しております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） その契約というのは、上限とかがある料金設定の契約なんでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 契約内容につきましては、施設ごとにそれぞれおのおのあるんです

けれども、基本的には、使う電力量によります、基本料金プラス使用量というところで算出と

いう形の契約というふうに認識しております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） たしか中国電力とかは、メニューで、上限があるメニューとかを使ってる
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ところもあると聞いたんですけど、そういったのは町内の公共施設ではないと認識してていい

ですか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） すみません、ちょっと細かい契約内容確認しておりませんので、後

ほどご答弁させてください。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） では質問変えまして、今電気代というのが高騰していますが、北広島町の

公共施設における電気代などの燃料費は、例年よりどのぐらい上がっているんでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 令和２年度と３年度を比較しましたところ、電気代につきましては

約９００万円、約１１％の増加でございました。特に令和３年度１１月分からの増加が目立っ

ているというふうな状況でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今、９００万円、１１％ということなんですが、大体金額というのは、も

しお伺いしてよければ、お答えいただくことは可能でしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 令和２年度が電気料金が８３２４万２８８５円、令和３年度が９２

３３万５７００円です。差引で９０９万２８３９円ということで、約９００万円というお答え

をさせていただきました。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） かなり９００万円に近い値上げということで、大幅に上昇してると思うん

ですが、これ対策難しいと思うんですが、今後それについて、使用料等値上げするなどの検討

をされていくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 現状、値上がりがずっと続いている状況なんで、どういった対策が

打てるかというところについては、現在思案中でございますが、当面我々ができることといえ

ば、節電をしてくださいとか、できる限りのところでやってくださいというところで、節約を

図っていくところと、あと契約の関係では、ちょっと今のところ、有効な手段というのは思い

当たりませんので、もし何かあれば、そういったところでの検討もしていけるかというふうに

思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） とりあえずは節約を図ると、またできることをしていくというようなこと

なんですが、使用料等の値上げとかは、すぐには難しいということで、今後の検討材料という

認識でよろしいですか、再度質問しますが、節約を図っていくということなんですが、将来的

には、使用料等とかの値上げに踏み込むこともあるのか、ないのか、検討されるのかどうか、

そのあたりを。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 現在のところでは、ちょっと何ともお答えできない状況かと思いま

す。いずれにしても、今状況的に、ずっと公共料金、電気代の部分だけで言っても上がってい

る状況ございますので、そういったことも勘案しまして、また今後考えていかなければいけな
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いかなというふうには思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 現状ではなかなか難しいということで、上水とか下水の話に移るんですけ

ど、そういった施設の運用にも電気や燃料が必要になります。どのぐらいの影響が見込まれて

いるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 上下水道課長。

○上下水道課長（寺川浩郎） 上下水道施設の主な動力源につきましては電力となっておりますの

で、電気料金の影響額でお答えをさせていただきます。令和３年度の水道事業における電気料

金は、総額で２２６５万２４７２円、下水道事業につきましては、農業集落排水も含めて、総

額で５２７９万６６１９円となっております。この金額を電力使用料で割り戻しますと、１ｋ

Ｗ当たり約２２円となります。同じように、令和２年度の電気料金を電力使用料で割り戻すと

約２０円となることから、昨今の国際情勢による資源高騰による影響は約１０％、令和２年度

末と比較して約１０％アップ、金額ベースで言いますと、年間で水道事業が約１９７万７００

０円、下水道事業が４８５万５０００円の影響を受けていると考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） かなりの額の影響出ているということで、これは大幅にプラス出てるとい

うことで、先ほどの質問と一緒なんですが、これまた使用料の値上げとか、そういったのは検

討されていくんでしょうか。

○議長（湊俊文） 上下水道課長。

○上下水道課長（寺川浩郎） このたびの電気料金高騰によることで、上下水道料金の料金即値上

げということは考えておりませんけど、水道事業、それから下水道事業ともに受益者の皆様の

使用料、それから一般会計からの繰入れで事業が成り立っているということでありますから、

経営状況を見極めながら、将来的には必要に応じて料金改定をする必要があるというふうに考

えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） その他、路線バスやデマンドタクシーとか、そういうのも燃料代が上がっ

ていると思うんですけど、そのような状況はどうなっているでしょうか。これは、新聞報道に

よると、府中町は燃料高騰受けて１０月よりコミュニティーバスの値上げを行ったということ

を聞いてますので、こういったことが北広島町でも起こるのか、そういったことをお伺いしま

す。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） ロシアによるウクライナ侵攻が始まった令和４年２月以降、

町内の路線バス、ホープタクシーの燃料代は上昇しております。令和４年１月とウクライナ侵

攻後の３月の燃料代を比較すると、約１割程度燃料代の上昇がありました。あと値上げにつき

ましては、現時点では、燃料代の上昇による運賃の値上げについては考えておりません。

以上でございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） では、先ほどの前からの質問にも少しかぶるんですが、そしたら、一応公

共施設の値上げもとりあえずは考えてないと。それから、燃料費の高騰のタクシーとか、そう

いった分も考えてないということで、そういった差額分は、どういったところからどうなるん
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でしょうか。

○議長（湊俊文） まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（矢部芳彦） 基本的に路線バスやデマンドタクシーへの運営につきまして

は補助金をあてがって運営していただいております。収支を見て差額が当然出てくれば、それ

を補助金で補うという考え方からすれば、燃料代が高騰すれば、当然収支が悪くなるという考

え方になりますので、補助金で補填ということになろうかと思います。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 公共施設の分はどのようになるんでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 公共料金の値上げにつきましては、かかった費用についての何割、

恐らく条例で決まってるという形でやらせていただいておりますので、まず、そこの改定とい

うのを考えていかなきゃいけないということであれば、値段が上がったのでというのは一つの

要素にはなるんですが、それだけで早急に上げるというところは、まだ現状では考えておりま

せんが、恐らくそういったことも議論に入れながら、話はさせていただかないといけないかな

とは思っております。それとすみません、先ほどの公共の契約の内容で、上限額を設けている

かどうかというところなんですが、上限額は設けておりません。基本料金プラスかかった費用

というところで支払いをしております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） それではバスとかの燃料は、補助金で補填と。公共施設については、一般

財、そうした払うのが多くなるという認識でよろしいですかね。そしたら次の質問にいきます。

職員が車を使用していますが、そういった職員が使用する公用車の燃料代も上がっていると思

われます。現状はどのようになっているでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 職員が使用します公用車の燃料代なんですが、燃料代単独でという

ことでは集計はしておりませんが、灯油代、施設の灯油代、これも含めての集計ということで

させていただいております。令和２年度と３年度の比較では約３４０万円の増加というところ、

これも令和３年度１１月あたりからの増加というのが顕著になっております。以上です。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） これは上がるのは仕方ないんですが、そしたら、高騰しているということ

で、できる限り乗り合わせて使用したりとか、近場は自転車で行くとか、そういった運用はさ

れているんでしょうか。

○議長（湊俊文） 財政政策課長。

○財政政策課長（国吉孝治） 確かにコロナ禍になりまして、公用車、出張とかが減ったのは事実

なんですけれども、基本、本町は面積が広いということがありまして、どうしても保健課のほ

うは車で移動せざるを得ない状況というのはどうしてもございますので、ちょっとそこに制約

かけるのは非常に難しいかなというところはあります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） なかなかここの対策は難しいと思いますので、これ以上は聞きません。続

いてです。食材費も高騰しています。学校給食の食材購入費はどのような状況になっているで

しょうか。
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○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 学校給食食材購入、野菜や牛乳、パンなど実際に値上がりしている

状況でございます。献立の変更や食材のまとめ買いをするなどの対応により値上げは行ってお

りません。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 大幅な赤字になりそうなんですか。その赤字になりそうな時は、これ以上

もし上がって、その時は学校給食費が上がったりとか、そういったことが予想されるんでしょ

うか。

○議長（湊俊文） 学校教育課長。

○学校教育課長（植田伸二） 値上げということは、非常に大きな判断になるかと思うんですけれ

ども、現在、国が打ち出しております地方創生臨時交付金の対応、そういったところで対応で

きればというふうに考えております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 一応この臨時交付金を活用して、できる限り上げない方向で頑張ると認識

してていいですか。はい、分かりました。その他、例えば窓口での書類代など、行政が利用者

などから徴収する料金で、原材料や燃料の高騰により価格の上昇が懸念されるものはあるでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 総務課長。

○総務課長（川手秀則） 町が利用者などから徴収しております手数料や使用料については、条例

に基づき徴収しているものです。行政が負担する電気料や燃料代に連動するような料金体系の

仕組みではございません。また、手数料の中には、戸籍の事務に関する事項など、政令で定め

られておるものがございまして、町独自には決められないものもあるということでございます。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） そういった書類代とか行政からの分は基本的には値上げはないと、認識し

ておきます。さて、昨年の一般質問で、脱炭素への取組や災害時の対策として、避難所や公共

施設への再生可能エネルギー設備の設置について質問しました。その時は検討するとの回答で

したが、このように燃料費などの変動が大きいと再生可能エネルギーの設置を増やすことは環

境面だけでなく、財政面でも助かると思われます。そこで質問します。公共施設等への再生可

能エネルギー設置を計画的に進めていくべきではないでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 避難所や公共施設などへの再生可能エネルギー設備の導入は、平時の光

熱費の軽減に資するほか、蓄電池などと組み合わせて大規模災害時の独立電源としての活用が

見込めるため、積極的に導入を検討すべきものと認識しております。本町では、今年度、２０

５０年温室効果ガスの実質排出ゼロ、カーボンニュートラルと言われていますけども、これを

目標とするゼロカーボンシティを宣言し、その実現に向けた施策を検討するため、庁舎内チー

ムを立ち上げています。議員ご質問の公共施設部についても、このチームの中で、公共施設等

総合管理計画などの町の方針や外部有識者の意見を踏まえながら、カーボンニュートラルに向

けた取組を検討してまいります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） そのゼロカーボンシティ、これに取り組むということなんですが、これは
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前回１２月と思うんですが、その時には脱炭素の質問時には出てきませんでした。これはいつ

頃から計画をされたんでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） ゼロカーボンシティのことは、今年度に入ってから計画をしております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 今年度に入って計画されたということで、大変いいことですので。国は、

脱炭素への先行地域に財政支援することにしており、近隣では、島根県の邑南町が選定されて

います。また最近では松江市も中国電力及び山陰合同銀行と一緒に取り組むとありました。北

広島町も脱炭素先行地域として取り組み、国の交付金の獲得を目指していく考えはあるのでし

ょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 脱炭素、先行地域については、今庁舎内チームを立ち上げておりますの

で、その中で検討してまいりたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 町内は広くて、資源も多いと思います。これは交付金を獲得目指して、前

向きな姿勢で検討すると受け取っていいでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 現時点では、ちょっと前向きな方向でというのは、なかなか言いづらい

んですけども、その辺も含め、また庁舎内チームのほうで考えていきたいと思っております。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） ぜひ検討してみてください。エネルギーの地産地消や地域経済の循環、地

域の脱炭素を目指し、自治体が出資する新電力も増えていると聞きます。そこで質問します。

北広島町もこのような新電力への取組をしていく考えはあるでしょうか。

○議長（湊俊文） 町民課長。

○町民課長（大畑紹子） 自治体が出資する自治体新電力は、地域内の公共施設や事業者、個人へ

の電力小売事業によって得られた収益を保健、福祉や交通、環境などの地域課題の解決に再投

資することなどを目的として設立され、資金や資源を地域内で循環し、活力を高める取組とし

て注目されております。一方、議員ご指摘のとおり、さきの新電力事業者の倒産に見られるよ

うに、電力小売事業は、燃料費や購入電力料、送電線の使用料などの固定的な経費が多い上、

既存事業者との価格競争もあって非常に利幅の少ない事業でもあると認識しております。自治

体新電力につきましても、重要な施策候補の一つとして先進事例などを含めて、メリット、デ

メリットを検討し、取組の可否を判断してまいります。

○議長（湊俊文） 服部議員。

○１０番（服部泰征） 先ほど言われたように、メリットもあればデメリットもあると私も伺って

います。やはり、このような状況見ていると、資源を生かした取組というのは大変重要ですし、

やはりそれに取り組んでいかないと、ちょっと外国でとか金利の面で何かあった時に、かなり

痛手を負いますので、やはり調査研究、そして取り組めるところは先行して取り組んでいく、

そういう姿勢は必要と思います。このほかにも様々な悪影響が生じています。やはりエネルギ

ーや食材など生活に欠かせないものはできる限り地産地消を目指していくことが重要になって

くると思われます。広大な面積を誇る北広島町は、潜在能力、これが非常に高いと思いますの
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で、様々な機関と連携をして、地域資源の発掘に取り組んでいただきたいと思います。以上で、

私の質問を終わります。

○議長（湊俊文） これで服部議員の質問を終わります。お諮りします。本日の会議は、この程度

にとどめ、明日１５日に延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。（異議なしの

声あり）

○議長（湊俊文） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会といたします。なお、明日

の会議は午前１０時から、本日に引き続き、一般質問を行います。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ４時 １６分 延 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


